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はじめに

2019年5月17日に改正建築物省エネ法が公布され、戸建て住宅等における建築主への建築士による省
エネ性能基準への適合状況についての説明義務化、トップランナー制度への注文戸建住宅、賃貸住宅の
追加などの規定が新たに定められました。この建築士による説明義務化は2021年4月に施行される予定で
す。それまでに、設計を行う建築士は、省エネルギー基準を理解し、基準に基づく設計・説明が出来るように
なる必要があります。

本講習会では、戸建木造住宅について省エネ基準に適合させるために、実務者に求められる外皮性能計
算から一次エネルギー消費量計算までの一連の作業を具体的に解説いたします。（省エネ基準への適合
可否の説明義務化に関しては、説明いたしません。）

基準適合判定に必要なものは、『外皮性能』と『一次エネルギー消費量』の２つです。
外皮性能については、従来、煩雑な計算が必要でしたが、2017年7月から、外皮面積計算が不要となる簡
易な方法が公開されました。一次エネルギー消費量はインターネット上に公開されているWEBプログラムで容
易に計算することができ、認定低炭素建築物の基準である基準一次エネルギー消費量からの削減率10％
の確認も可能です。

何れも2020年1月時点における最新の内容を実務者目線で解説致します。

2020年1月
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１．建築物の省エネルギー基準の概要
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外皮性能基準
●外皮平均熱貫流率の基準
●平均日射熱取得率の基準

一次エネルギー消費量基準
●暖冷房 ●換気 ●照明 ●給湯
●その他（家電等）
●再生可能エネルギー（太陽光発電等）

1-１. 建築物の省エネルギー基準とは

建築物の省エネルギー性能の評価については、下記の2つの基準を用います。

一般社団法人建築環境・省エネルギー機構作成資料参照 4
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１-２. 外皮性能と一次エネルギー消費量の計算方法の種類

本講習では、黄色の網掛けのルートで解説します。
また、部位の熱貫流率等を、一次エネルギー消費量を計算する「WEBプログラム」に入力し、
外皮性能の適否を判断する方法としています。

エクセル等で外皮
性能全体を計算

外皮性能基準 外皮平均熱貫流率 ＵＡ値
冷房期の平均日射熱取得率 ηAC値

一次エネルギー消費量

WEB上に公開されている「エネルギー消
費性能計算プログラム（住宅版）」によ
り計算する
※以降は「WEBプログラム」と略称

外皮面積等 計算ツール部位の熱貫流率

【実物件の面積】
物件毎に外皮面積
等を拾う

【標準住戸の面積】
物件毎に外皮面積
等を拾わない

【詳細計算法】
熱橋等を部位毎に拾う

【簡略計算法①】
固定値の熱橋面積比率

【簡略計算法②】
断熱の熱抵抗から算出

部位の熱貫流率
だけを別途計算

簡易計算シートに
よる（予定）

計算・判定ツール

簡易計算シートによる（予定）
外皮計算から得られた外皮性能及び設
置する各種設備に対応した評価値を合
計し、一次エネ基準への適否を判断

【建材カタログ利用】
カタログに記載の熱貫流
率を転記（予定）

※（予定）とあるものは、今後整備される予定です。

※仕様基準は割愛しています。



２．外皮性能基準について

２-1. 簡易計算法による外皮性能について

本資料では、国立研究開発法人建築研究所が掲載している
「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能
の評価に関する技術情報（住宅）」の「9.当該住戸の外皮の
部位の面積等を用いずに外皮性能を評価する方法」を簡易計
算法と呼ぶことにします。
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技術情報 2020.1 更新版とさせていただきます



地域の区分 地域例

1、2 北海道など

3 青森、岩手、秋田など

4 宮城、山形、新潟、長野など

5、6 東京、大阪、愛知、福岡など

7 宮崎、鹿児島など

8 沖縄

【地域区分の代表例】

◆地域の区分は、
市区町村ごとに異なります。

≪参考資料≫1~18ページ参照

2-1-1. 省エネ基準における地域の区分
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外皮性能基準については、地域の区分ごとに基準が異なります。

2019年11月16日に新しい地域区分が施行されました。

※2021年3月末までは、改正前の地域区分も使用可能です。



5～8地域が該当 （1～4地域は対象外）1～7地域が該当 （8地域は対象外）

外皮平均熱貫流率 W/(m2･K) 下記数値以下

1 2 3 4 5 6 7 8

0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 －

冷房期の平均日射熱取得率 下記数値以下

1 2 3 4 5 6 7 8

－ 3.0 2.8 2.7 6.7

（ηAC値）

2-1-2. 外皮基準の種類と簡易計算法の考え方（外皮面積を用いない）
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最も算出が面倒な外皮表面積について、“用意されている外皮表面積” により計算を行う

算出不要 算出不要

※2020年4月に8地域の冷房期の平均日射熱取得率は3.2→6.7に変更される予定です。

※



2-1-3. 簡易計算法による外皮性能計算の適用範囲

現時点（2020年1月時点）では適用範囲が設けられています。

9.1 適用範囲

本方法は、
一戸建ての住宅で木造の単位住戸に適用する。

共同住宅、店舗併用住宅の用途のものは適用できません。
また、一戸建て住宅であっても、木造以外のRC造、SRC造、S造等も適用できません。
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２．外皮性能基準について

２-2. 簡易計算法による外皮平均熱貫流率の算定
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2-2-1. 断熱構造とする部分の部位のイメージ

熱的境界ライン
断熱構造とする部分

土間床

外壁

開口部

熱貫流率
日射遮蔽仕様

その他の床

土間床等の外周部基礎
（外気に接する部分）
玄関等部分・それ以外部分

外気に接する床

天井

屋根

換気口

外気に通じている
小屋裏

床下
換気

土間床等の外周部基礎
（その他の部分）

玄関等部分・それ以外部分

基礎断熱
の場合

床断熱
の場合

床下
換気
不可

土間床等の外周部基礎
（外気に接する部分）

断熱材は室外側の立上げ部でも可

その他の床の
断熱材不要

天井

壁 天井

天井を設ける場合
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2-2-2. 外皮平均熱貫流率算出のポイント

以下のとおり、各部位の熱貫流率以外は全て固定値で計算できます。

外皮平均熱貫流率の計算イメージ

算定必要 固定値 固定値 固定値

熱貫流率 = 外皮表面積×

熱貫流率 =×

熱貫流率 =×

×

屋根･天井

外壁

床

開口部 =

外皮総熱損失量

温度差係数×

×

×

×

温度差係数

温度差係数

温度差係数

外皮表面積

外皮表面積

Σ

熱貫流率

⇒

外皮表面積

外皮表面積

外皮表面積

外皮表面積

外皮表面積

外皮熱損失量

外皮熱損失量

外皮熱損失量

外皮熱損失量

÷
外皮等面積

合計

線熱貫流率 =×基礎 × 温度差係数 外周長さ 土間床面積外皮熱損失量

⇒ = 外皮平均熱貫流率（UA値）
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※1：床の温度差係数はその他の床と、外気に接する
床で異なります。

※2：土間床等の温度差係数は、その他の床に接する
場合と、外気に接する場合で異なります。

※1

※2



2-2-3. 部位（開口部を除く）の熱貫流率の算定方法の種類

部位（開口部を除く）の熱貫流率の算定方法は、３つの方法があります。

本資料では、簡略計算法①による算定 によることとします。

詳細計算法

簡略計算法①
面積比率法

簡略計算法②
熱貫流率補正法

値が正確

値が大まか

作業大変

作業簡易

住宅全体の熱橋部と断熱部の面積を漏れなく
分けて拾い出す多大な作業を要する方法

各部位の熱橋部と断熱部の面積比率があら
かじめ定められており、個別の拾い出しが不要
な方法
断熱材以外の熱抵抗を評価できる

断熱構造部分の一般部・断熱部の内、
断熱部のみの熱貫流率を求め、
補正熱貫流率を加えて算出する方法

13



２．外皮性能基準について

２-3. 部位の熱貫流率の算出方法と事例
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屋根・天井 外壁 床

開口部 ドア開口部 窓基礎

A B C

D E F

床（浴室）

C‘



2-3-1. 各部位の断熱材の仕様（例） 基礎・開口部を除く

熱的境界ライン
断熱構造とする部分

土間床

外壁

その他の床

外気に接する床

天井屋根 換気口

外気に通じている
小屋裏

床下
換気

床断熱
の場合

グラスウール 24-38
90㎜×２

ロックウール MA
155㎜

グラスウール 24-38
木軸 105 ㎜
枠組 85㎜

押出法
ポリスチレンフォーム3種bA

100㎜

押出法
ポリスチレンフォーム3種bA

60㎜

温度差係数：1.0 温度差係数：1.0

温度差係数：1.0

温度差係数：1.0

温度差係数：0.7

15

A A

C

C

B

「その他の床」及び「床下に面した土間床等
の外周部」の温度差係数は0.7



2-3-2. 外皮計算シート（部位の熱貫流率）の入手方法- 1

一般社団法人住宅性能評価・表示協会
https://www.hyoukakyoukai.or.jp/

外皮計算シート等
をクリック
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次のページにある２つの計算シート

をダウンロードして使います。



外皮面積等を用いない
外皮計算シート

17

最新版の計算シートを利用してください。

（ 2020年1月時点での最新版は、どちらも2020年1月28日公開版 ）

（旧版は過去の計算シートはこちらにあります。）

スクロール

①共通条件・結果

②開口部の入力 “窓”

③開口部の入力 (2) “ドア”

④外皮の入力 “屋根・天井、外壁、床”

⑤土間床等外周の入力 “基礎の断熱”

入力シートは5シートで構成されていま

すが、①⑤だけを使用（P34～P41)

【H28】部位U値計算

木造用、RC造用の入力シートがありま

すが、木造用を使用（P18～P31)

①木造用 “屋根・天井、外壁、床”

②RC造用

2-3-3. 外皮計算シート（部位の熱貫流率）の入手方法- 2



2-3-4. 一般部位の断面構成が同一である部分の熱貫流率
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𝑈𝑖,𝑘 =
1

𝑅𝑠𝑒,𝑖 + 𝑅𝑠𝑖,𝑖 + Σ𝑙𝑅𝑖,𝑘,𝑙

ここで、
𝑈𝑖,𝑘 ：一般部位𝑖の部分𝑘の熱貫流率

𝑅𝑠𝑒,𝑖 ：一般部位𝑖の熱的境界外側の表面熱伝達抵抗

𝑅𝑠𝑖,𝑖 ：一般部位𝑖の熱的境界内側の表面熱伝達抵抗

𝑅𝑖,𝑘,𝑙 ：一般部位𝑖の部分𝑘の層𝑙の熱抵抗③

むずかしい式に見えますが、例えば右図の外壁では次のようになります。

①𝑅𝑠𝑒,𝑖 + 𝑅𝑠𝑖,𝑖 次のスライドにある表から、外側・内側の表面熱伝達抵抗を選ぶ。
② Σ𝑙𝑅𝑖,𝑘,𝑙 断熱部（一般部）の熱抵抗（せっこうボード・断熱材・外壁合板）を合計する。

同様に、熱橋部の熱抵抗（せっこうボード・柱等・外壁合板）を合計する。
③𝑈𝑖,𝑘 断熱部（一般部）と熱橋部の熱貫流率を求める。

④次のスライドにある表にある断熱部（一般部）と熱橋部の面積比率で案分して、外壁の熱貫流率を求める。

A B C

部位の熱貫流率の計算方法は以下の通りですが、本講習会では前ページに示したエクセル
シートを活用して計算します。



2-3-5. 表面熱伝達抵抗と面積比率（本講習で使うもの）
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部位
熱的境界内側（室内側）の

表面熱伝達抵抗
（㎡K/W）（Ｒsi）

熱的境界外側（外気側）の表面熱伝達抵抗（㎡K/W）

外気に直接接する場合
※本講習では使わない

左記以外の場合（Ｒse）

屋根 0.09 0.04 0.09（通気層等）

天井 0.09 － 0.09（小屋裏等）

外壁 0.11 0.04 0.11（通気層等）

床 0.15 0.04 0.15（床裏等）

部位 工法の種類等
面積比率

熱橋部 断熱部(一般部)

屋根 木軸・枠組 たる木間断熱 0.14 0.86

外壁
木軸 柱・間柱間に断熱する場合 0.17 0.83

枠組 たて枠間に断熱する場合 0.23 0.77

床
木軸

根太間に断熱する場合 0.20 0.80

剛床工法または大引間に断熱する場合 0.15 0.85

枠組 根太間に断熱する場合 0.13 0.87

表面熱伝達抵抗・面積比率には様々な種類があります。別添の≪参考資料≫P.41～を参照して下さい。
また、最新版は建築研究所の技術情報で確認できます（第三節 熱貫流率及び線熱貫流率）。

https://www.kenken.go.jp/becc/house.html



ver.2.5

1）簡略計算法①による部位熱貫流率-1

（ ）の 実 質熱 貫 流率 　 Ｗ/（ ㎡ Ｋ）

一般部 熱橋部

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ －

－ －

0.000 0.000

0.000 0.000

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②による部位熱貫流率-1

（ ）の 熱 貫流 率 　Ｗ /（ ㎡Ｋ ）

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

部位U値計算シート　　＜部位＞  の熱貫流率

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）

仕様番号 熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

2-3-6. 部位U値（熱貫流率）計算シート-1：フォーマット

各部位（開口部、基礎を除く）の熱貫流率算定
簡略計算法① 面積比率法
本日の講習で使う計算シート

各部位（開口部、基礎を除く）の熱貫流率算定
簡略計算法② 熱貫流率補正法

本日の講習では触れていません

断熱材等の情報を入力して、各部位の熱貫流率を求めます。
得られた熱貫流率は、後ほど説明するWEBプログラムに転記します。
また、初期設定の出力範囲は、2計算分の設定になっていますが、
実際には10計算分のシートが用意されていますので、必要に応じて
出力範囲を拡大してください。

20

A B C



1）簡略計算法①による部位熱貫流率-3

（ 外壁（木軸） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.830 0.170

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.110 0.110

0.221 0.0125 0.057 0.057

0.038 0.105 2.763 2.763

0.120 0.105 0.875 0.875

0.160 0.009 0.056 0.056

－ － 0.110 0.110

3.971 3.971

0.252 0.252

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.252

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱伝達抵抗　Ｒse

木質系-合板（外壁合板）

木質系-天然木材（柱・間柱）

グラスウール 24-38

せっこうボード

熱伝達抵抗　Ｒsi

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

柱・間柱間断熱（通気層あり）

熱橋面積比
仕様番号

部　分　名

2-3-6. 部位U値（熱貫流率）計算シート-2：入力方法

21

名称等は適宜命名

≪参考資料≫P.50～55等から
構成する部材情報を入力

P.19または≪参考資料≫
P.41から面積比率を入力

P.19または≪参考資料≫
P.55から表面熱伝達抵抗を
入力（室内側）

P.19または≪参考資料≫
P.55から表面熱伝達抵抗を
入力（外気側）

熱橋部にも断熱材の熱抵抗
が自動計算される
→削除又は“0”を入力
（削除した結果はP.26）

計算結果（部位の熱貫流率）

○黄色のセルに名称・数値等を入力します。

○オレンジのセルには数式が入っていますが、編集できます。



（ 天井（木軸） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

1.000 0.000

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.090 0.090

0.221 0.0125 0.057

0.038 0.155 4.079

－ － 0.090 0.090

4.316 0.180

0.232 5.556

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.232

仕様番号

せっこうボード

ロックウール MA

部　分　名

熱橋面積比

熱橋がない場合
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

2-3-7. 部位の熱貫流率算定結果例-1（木軸・天井）

22

屋根・天井の区分において、異なる熱貫流率の部分がある場合は、熱貫流率×温度差係
数で求めた値が最も大きい部分の熱貫流率を採用する必要があります。
ふところが小さく、梁・桁で分断されるときは、「梁・桁間に断熱する場合」として扱います。
その場合の熱橋面積比率は[一般部 0.87] [熱橋部 0.13]となります。

※実際には、天井野縁の分断熱材が盛り上がります。

括弧書きの部材等は、直接計算に用いません。
※以下共通

A



（ 天井（枠組） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

1.000 0.000

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.090 0.090

0.221 0.0125 0.057

0.038 0.155 4.079

－ － 0.090 0.090

4.316 0.180

0.232 5.556

熱伝達抵抗　Ｒsi

せっこうボード

ロックウール MA

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

熱橋がない場合
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.232

2-3-7. 部位の熱貫流率算定結果例-2（枠組・天井）

23

屋根・天井の区分において、異なる熱貫流率の部分がある場合は、熱貫流率×温度差係
数で求めた値が最も大きい部分の熱貫流率を採用する必要があります。

※実際には、天井根太の分断熱材が盛り上がります。

A



（ 屋根（木軸） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.860 0.140

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.090 0.090

0.221 0.0125 0.057 0.057

0.038 0.180 4.737

0.120 0.180 1.500

－ － 0.090 0.090

4.973 1.737

0.201 0.576

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

たる木間断熱（Rseの値は外気以外の場合）
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

せっこうボード

グラスウール 24-38

木質系-天然木材（たる木）

0.254

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）

2-3-7. 部位の熱貫流率算定結果例-3（木軸・屋根）

24

屋根・天井の区分において、異なる熱貫流率の部分がある場合は、熱貫流率×温度差係
数で求めた値が最も大きい部分の熱貫流率を採用する必要があります。

※たる木のせいが断熱材の厚さより大きい場合、断熱材の厚さに揃えて計算してください。
（床根太、床梁の場合も同様です。）

A

たる木のせいを断熱の厚さに揃える



（ 屋根（枠組） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.860 0.140

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.090 0.090

0.221 0.0125 0.057 0.057

0.038 0.180 4.737

0.120 0.180 1.500

－ － 0.090 0.090

4.973 1.737

0.201 0.576

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

たる木間断熱（Rseの値は外気以外の場合）
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

せっこうボード

グラスウール 24-38

木質系-天然木材（たる木）

0.254

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）

2-3-7. 部位の熱貫流率算定結果例-4（枠組・屋根）

25

屋根・天井の区分において、異なる熱貫流率の部分がある場合は、熱貫流率×温度差係
数で求めた値が最も大きい部分の熱貫流率を採用する必要があります。

※たる木のせいが断熱材の厚さより大きい場合、断熱材の厚さに揃えて計算してください。
（床根太、床梁の場合も同様です。）

A

たる木のせいを断熱の厚さに揃える



（ 外壁（木軸） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.830 0.170

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.110 0.110

0.221 0.0125 0.057 0.057

0.038 0.105 2.763

0.120 0.105 0.875

0.160 0.009 0.056 0.056

－ － 0.110 0.110

3.096 1.208

0.323 0.828

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

柱・間柱間断熱（通気層あり）
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

せっこうボード

グラスウール 24-38

木質系-天然木材（柱・間柱）

木質系-合板（外壁合板）

0.409

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）

2-3-7. 部位の熱貫流率算定結果例-5（木軸・外壁）

26

外壁の区分において、異なる熱貫流率の部分がある場合は、熱貫流率×温度差係数で求
めた値が最も大きい部分の熱貫流率を採用する必要があります。

※この例では、せっこうボードの熱抵抗を算入しています。
算入する場合、せっこうボードを胴差・桁まで張りのばす必要がありますので、ご注意ください。

B



（ 外壁（枠組） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.770 0.230

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.110 0.110

0.221 0.0125 0.057 0.057

0.038 0.089 2.342

0.120 0.089 0.742

0.160 0.009 0.056 0.056

－ － 0.110 0.110

2.675 1.074

0.374 0.931

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

たて枠間断熱（通気層あり）
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

せっこうボード

グラスウール 24-38

木質系-天然木材（たて枠）

木質系-合板（外壁合板）

0.502

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）

2-3-7. 部位の熱貫流率算定結果例-6（枠組・外壁）

27

外壁の区分において、異なる熱貫流率の部分がある場合は、熱貫流率×温度差係数で求
めた値が最も大きい部分の熱貫流率を採用する必要があります。

B



（ その他の床（木軸） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.800 0.200

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.150 0.150

0.160 0.012 0.075 0.075

0.028 0.060 2.143

0.120 0.060 0.500

－ － 0.150 0.150

2.518 0.875

0.397 1.143

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

熱伝達抵抗　Ｒsi

根太間断熱
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

押出法ポリスチレンフォーム3種bA

木質系-合板（床合板）

木質系-天然木材（床根太）

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.546

2-3-7. 部位の熱貫流率算定結果例-7（木軸・その他の床）

28

床の区分において、異なる熱貫流率の部分がある場合は、熱貫流率×温度差係数で求め
た値が最も大きい部分の熱貫流率を採用する必要があります。

本項では、根太間断熱の例を示しています。
大引間に断熱する場合は、外気に接する床の例と同じく、
熱橋面積比は、0.85：0.15となります。

C



（ その他の床（枠組） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.870 0.130

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.150 0.150

0.160 0.015 0.094 0.094

0.028 0.060 2.143

0.120 0.060 0.500

－ － 0.150 0.150

2.537 0.894

0.394 1.119

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.488

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱伝達抵抗　Ｒse

木質系-天然木材（床根太）

押出法ポリスチレンフォーム3種bA

木質系-合板（床合板）

熱伝達抵抗　Ｒsi

根太間断熱
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱橋面積比
仕様番号

部　分　名

2-3-7. 部位の熱貫流率算定結果例-8（枠組・その他の床）

29

床の区分において、異なる熱貫流率の部分がある場合は、熱貫流率×温度差係数で求め
た値が最も大きい部分の熱貫流率を採用する必要があります。

C



（ 外気に接せる床（木軸） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.850 0.150

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.150 0.150

0.160 0.024 0.150 0.150

0.028 0.100 3.571

0.120 0.100 0.833

－ － 0.150 0.150

4.021 1.283

0.249 0.779

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

熱伝達抵抗　Ｒsi

剛床工法（根太レス）
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

押出法ポリスチレンフォーム3種bA

木質系-合板（床合板）

木質系-天然木材（床梁等）

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.328

2-3-7. 部位の熱貫流率算定結果例-9（木軸・外接床）

30

床の区分において、異なる熱貫流率の部分がある場合は、熱貫流率×温度差係数で求め
た値が最も大きい部分の熱貫流率を採用する必要があります。

※温度差係数は、外接床1.0に対して、その他の床は0.7です。このため、この例では、
その他の床（P.28）の熱貫流率0.546×0.7＝0.382より小さくなる設定としています。

本項では、剛床工法の例を示しています。
根太間に断熱する場合は、その他の床の例と同じく、
熱橋面積比は、0.80：0.20となります。

C



（ 外気に接する床（枠組） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.870 0.130

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.150 0.150

0.160 0.015 0.094 0.094

0.028 0.100 3.571

0.120 0.100 0.833

－ － 0.150 0.150

3.965 1.227

0.252 0.815

0.325平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱伝達抵抗　Ｒse

木質系-天然木材（床根太）

押出法ポリスチレンフォーム3種bA

木質系-合板（床合板）

熱伝達抵抗　Ｒsi

根太間断熱
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱橋面積比
仕様番号

部　分　名

2-3-7. 部位の熱貫流率算定結果例-10（枠組・外接床）

31

床の区分において、異なる熱貫流率の部分がある場合は、熱貫流率×温度差係数で求め
た値が最も大きい部分の熱貫流率を採用する必要があります。

※温度差係数は、外接床1.0に対して、その他の床は0.7です。このため、この例では、
その他の床（P.29）の熱貫流率0.488×0.7＝0.341より小さくなる設定としています。

C



2-3-8. 床の熱貫流率の算定（浴室）

浴室下部を床断熱とする場合、浴室床の熱貫流率を求める必要があります。

32

C´

浴槽部 洗場部

床の熱貫流率 ＝ × ＋ ×
洗場部の
熱貫流率

洗場部面積

浴室面積

浴槽部の
熱貫流率

浴槽部面積

浴室面積

一般社団法人 住宅性能評価・表示協会の
HP等により、浴室の熱貫流率を確認

浴室床の熱貫流率の算出方法

性能が分からない場合の デフォルト値 3.4
を用いて計算を行う（無断熱の場合も可）

１

２

【参考】 詳細計算を行う場合は以下の通りとなります。



33

2-3-8. 床の熱貫流率のカタログ例（浴室）C´

一般社団法人 住宅性能評価・表示協会のHPより、確認可能な浴室も有ります。
断熱材・その他、ユニットバス床の順にクリックしていきます。

断熱材・その他を
クリック

ユニットバス床
をクリック



2-3-9. 基礎の線熱貫流率の算定

土間床の外周部（基礎）は、玄関等、浴室、その他の部分（玄関等・浴室を除く）ごとに、
線熱貫流率×温度差係数を計算し、最も大きい値を、線熱貫流率として採用します。

ホール

玄関
屋外

玄関ドア

土間床の外周部（玄関等）

玄関等の基礎

※その他の土間床（玄関等・浴室を除く）の場合も
同様の納まりとなる

34

D

基礎断熱

その他の床の
断熱材不要

床断熱

その他の床の
断熱材

土間床等の外周部（その他の部分）

浴室
床断熱

玄関

温度差係数

0.7

温度差係数
1.0

温
度

差
係

数

0
.7

温
度

差
係

数

0
.7

浴室
基礎断熱

玄関

温度差係数
1.0

温
度

差
係

数
1
.0

温
度

差
係

数

0
.7

温度差係数

0.7
温度差係数

0.7

温度差係数
1.0

温
度

差
係

数

0
.7

温
度

差
係

数

0
.7

浴室
基礎断熱

玄関

温度差係数
1.0

温度差係数
1.0

温
度

差
係

数
1
.0

温度差係数
1.0

温
度

差
係

数
1
.0

温
度

差
係

数
1
.0

温度差係数
1.0

※

※

※基礎断熱住戸の浴室基礎の熱貫流率は、
基礎（玄関等を除く）の熱貫流率に等しい
とみなす

基礎の種類 温度差係数

床断熱住戸・浴室床断熱の場合

基礎断熱住戸の場合

玄関等の土間床等の外周部

その他の土間床等の外周部

浴室の土間床等の外周部

床断熱・基礎断熱併用の場合
（浴室床断熱の例）

浴室
床断熱

玄関

温度差係数
0.7

温度差係数
1.0

温
度

差
係

数
0
.7

温度差係数
0.7

温
度

差
係

数
1
.0

温度差係数
1.0

土間床

床断熱住戸・浴室基礎断熱の場合



基礎等の熱貫流率𝑈𝐹,𝑗の例（地盤面からの基礎等の底盤等上端の深さが1m以内の場合の一例）

𝑈𝐹,𝑗=1.80−1.36(𝑅1 (𝐻1+𝑊1 )+𝑅4(𝐻1−𝐻2))0.15−0.01(6.14−𝑅1) ((𝑅2+0.5𝑅3)𝑊)0.5

2-3-9. 基礎の線熱貫流率の算定

35

D

①基礎の線熱貫流率は、基礎のそれぞれの部分の値を用いて、定められた下記計算式により算定します。

R1：基礎等の立上り部分の室外側に設置した断熱材の熱抵抗値（㎡K/W）

R2：基礎等の底盤部分等の室内側に設置した断熱材の熱抵抗値（㎡K/W）

R3：基礎等の底盤部分等の室外側に設置した断熱材の熱抵抗値（㎡K/W）

R4：基礎等の立上り部分の室内側に設置した断熱材の熱抵抗値（㎡K/W）

H1：地盤面からの基礎等の寸法（0.4を超える場合は0.4とする）※ （m）

H2：地盤面からの基礎等の底盤等上端までの寸法（m）

W1：地盤面より下の基礎等の立上り部分の室外側の断熱材の施工深さ（m）

W2：基礎等の底盤部分等の室内側に設置した断熱材の水平方向の折返し寸法（m）

W3：基礎等の底盤部分等の室外側に設置した断熱材の水平方向の折返し寸法（m）

W：W2及びW3の寸法のうちいずれか大きいほうの寸法（m）

ただし0.9を超える場合は0.9とする

W2

W3

H
1

H
2

W
1

R1
R4

R2

R3

H
1

H
2

R1 R4

べた基礎 布基礎

H2はマイナスとして計算すること

外気 外気室内 室内

地盤
地盤

W2 W3W1
R2 R3

＝ 0
＝ 0

②基礎の線熱貫流率は、計算式によらず 1.8 で計算できますが、基礎断熱の場合は 1.8 だと不利なため、
評価協会提供の計算シート（次ページ）により計算します。（上記R1～W3入力により自動計算）

基礎断熱床断熱

4
0
0

m
m

4
0
0

m
m

4
0
0
m

m
を

超
え

る
部

分

4
0
0
m

m
を

超
え

る
部

分

※基礎（土間床の外周部）の立上りが400mmを超える場合

通常の計算方法では外壁として計算しますが、簡易計算では当
面の間考慮する必要はありません。



基礎の線熱貫流率を計算するために、計算シートの基本情報の入力が必要です。
「共通条件・結果」の基本情報の入力内容と、「土間床等外周の入力」の項目が連動しています。

2-3-9. ：計算シート（共通条件・結果）における入力上の注意

６地域

30.00 120.0030.0060.00

※ 断熱構造の選択により、スライド■に応じ、
当該住宅の部位の面積や長さが自動で設定されます

36

断熱構造による住戸の種類と浴室の断熱構造を選択してください。

【注意】 玄関、勝手口等（断熱措置の講じられた浴室下部を含む）
以外に土間床部分が存する場合は併用を選択

D



H1 その他の土間床等の
外周部の入力

「基礎断熱住戸」及び「床断熱住戸と基礎断熱住戸
の併用」の場合は、実際の設計に応じて、

R1・R2・R3・R4・H1・H2・W1・W2・W3を入力し、
基礎断熱の線熱貫流率を算定する

（デフォルト値1.8では基準適合がむずかしい）

37

H2

H3

浴室の土間床等の
外周部の入力

玄関等の土間床等の
外周部の入力

玄関等及び浴室を除く

2-3-9. ：計算シート3 土間床等の外周部に係る情報の入力D



土間床等の外周部は、玄関等、浴室、その他（玄関等・浴室を除く）のそれぞれを算定します。
（住戸の断熱構造・浴室の断熱構造によって、入力ができない部位があります。）

38

2-3-9. ：土間床等の外周部の入力（入力方法・共通）H

H
2

5
0

H
1

4
0

0R4

R4
押出法ポリスチレンフォーム３種
（λ＝0.028）50mm
断熱材熱抵抗（R1・R4）
50mm÷0.028÷1000
≒ 1.786（ｍ換算）

各項目の単位は
長さ：ｍ、熱抵抗：m2K/W入力例１

入力例２

※下記の布基礎における線熱
貫流率の計算結果 ＝ 0.44

W1,W2,W3＝0

R1,R2,R3＝0

※H2はﾏｲﾅｽとして入力する。

☑ 1.80

☑ 1.80

1.0

0.7

基礎（外）

基礎（内）

1.786基礎（外）

基礎（内）

0.4 0.05 0.53

0.53

1.0

0.71.786 0.4 0.05

性能が不明・計算が大変

⇒ デフォルト値 1.80

プルダウン選択

外気：1.0

床下：0.7

R4

外気
室内

地盤 H
2

1
5
0

※
H

1
4
0
0

温度差係数を掛けて大きい値
の線熱貫流率を選択！

D



デフォルト値以外の計算値を使用する場合は、
線熱貫流率の値はこの数値を使用してください。
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2-3-9. ：土間床等の外周部の計算結果と入力値HD
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玄関等の土間床等の外周部

その他の土間床等の外周部

浴室の土間床等の外周部

浴室
床断熱

玄関

温度差係数

0.7

温度差係数

1.0

温
度

差
係

数

0
.7

温
度

差
係

数

0
.7

2-3-9. ：土間床等の外周部の入力例１H

床断熱住戸
浴室：床断熱

その他の土間床等の外周部

なし

浴室の土間床等の外周部

なし（床断熱）

玄関等の土間床等の外周部

あり

1.80 1.0玄関（外）
玄関（内）

☑
☑ 1.80 0.7

床（浴室）の部位の
熱貫流率の入力が

可能な状態になっています
玄関等の土間床等の外周部

デフォルト値 1.8 で計算 ※

※ 玄関等においても
実際の仕様を入力し、
計算しても構いません

D
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2-3-10. 開口部 窓の熱貫流率

窓の熱貫流率は、別冊の資料を参照。
資料にない仕様のサッシを使用する場合は、サッシメーカー等のカタログより数
値を確認してください。
建具の仕様、ガラスの仕様、中空層の仕様により、熱貫流率の数値は異なり
ます。

窓については、

住宅床面積の合計に0.02を乗じた値（2％）以下となるものを除いて算定することができます。

一つの窓が２％以内かではなく、緩和したい窓の面積の合計が床面積の２％以内である必要があります。

例：トイレの窓の大きさ：W 0.4ｍ × H 0.6ｍ ＝ 0.24 m2 ＜ 床面積 120m2 × 2％ ＝ 2.4 m2

⇒ トイレの窓を２％緩和適用（最も大きい部分は、トイレの窓の熱貫流率だが除外できる）

42

E



2-3-11. 開口部 ドアの熱貫流率

大部分がガラスで構成される開口部

（勝手口等）は、“ 窓 ” として扱う

（ただし、この場合、2％緩和は適用不可）

43

F

ドアの熱貫流率は、別冊の資料を参照。
資料にない仕様のサッシを使用する場合は、サッシメーカー等のカタログより数
値を確認してください。
建具の仕様、ガラスの仕様、中空層の仕様により、熱貫流率の数値は異なり
ます。



開口部 窓

２．外皮性能基準について

２-4. 冷房期（暖房期）の平均日射熱取得率

44

E´

※日射熱取得率



2-4-1. 冷房期（暖房期）の平均日射熱取得率の対象部位

熱的境界ライン
断熱構造とする部分

土間床

外壁

その他の床

外気に接する床

天井屋根 換気口

外気に通じている
小屋裏

床下換気

床断熱
の場合

グラスウール24-38
90㎜×２

ロックウール MA
155㎜

グラスウール24-38
木軸 105 ㎜
枠組 89㎜

押出法
ポリスチレンフォーム3種bA

100㎜

押出法
ポリスチレンフォーム3種bA

60㎜

ドア

窓

床面（下面）、基礎については、
日射による熱の取得がないため、対象外

45



2-4-2. 冷房期の平均日射熱取得率の計算イメージ

固定値 固定値 固定値

総日射熱取得量Σ
外皮等面積

合計

⇒ = 冷房期の平均日射熱取得率（ηAC値）

日射熱取得率 =外皮表面積 日射熱取得量

=

屋根･天井

外壁

窓 =方位係数

外皮表面積

窓面積

日射熱取得量

日射熱取得量

日射熱取得率

日射熱取得率 ×
取得日射熱
補正係数

ドア ドア面積日射熱取得率 = 日射熱取得量

床 不要（方位係数 下面＝0）

×

×

×

×

×

×

×

×

方位係数

方位係数

方位係数 外皮表面積

外皮表面積

ドア面積

窓面積

総日射熱取得量 ÷ 外皮等面積合計 × 100

外皮表面積

不要（日射熱取得量は0として計算）基礎 土間床面積

×
日除けの
効果係数

×
日除けの
効果係数

×
日除けの
効果係数

冷房期の平均日射熱取得率の計算イメージ

46

以下のとおり、各部位の熱貫流率以外は全て固定値で計算できます。

屋根・天井 外壁・ドアの日射熱取得率は

熱貫流率より自動計算されます。

窓のみ

日射熱取得率が必要
本テキスト内においては

固定値とします。
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2-4-3. 開口部 窓の日射熱取得率

窓の日射熱取得率は、別冊の資料を参照。
資料にない仕様のサッシを使用する場合は、サッシメーカー等のカタログより数
値を確認してください。

窓については、住宅床面積の合計に0.04を乗じた値（4％）以下となるものを除いて算定する
ことができます。（ただし、天窓は除く）

一つの窓が4％以内かではなく、緩和したい窓の面積の合計が床面積の4 ％以内である必要があります。

例：トイレの窓の大きさ：W 0.4ｍ × H 0.6ｍ ＝ 0.24 m2 ＜ 床面積 120m2 × 4 ％ ＝ 4.8 m2

⇒ トイレの窓を4 ％緩和適用（最も大きい部分は、トイレの窓の熱貫流率だが除外できる）

※大部分がガラスで構成されるドアについては窓として扱う→緩和不可
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2-4-3. 窓の日射熱取得率の入力

窓の垂直面日射熱取得率（η）を参考資料で確認し、WEBプログラムの下記箇所に入力す
ることにより、自動計算が可能。
複数のガラス仕様がある場合は、最も不利側の数値を入力してください。（冷房期は最も大き
い日射熱取得率、暖房期は最も小さい日射熱取得率を入力）

冷房期・暖房期の平均日射熱取得率の入力例（複数のガラス仕様がある場合）
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２．外皮性能基準について

２-5. 計算シミュレーション

50
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2-5. 計算シミュレーションタイプ一覧

断熱構造による住戸の種類 浴室の断熱構造 木造軸組構法 枠組壁工法

床断熱住戸

床断熱 2-5-1 2-5-2

基礎断熱 2-5-3 2-5-4

基礎断熱住戸 （基礎断熱） 2-5-5 2-5-6

床断熱住戸と基礎断熱住戸
の併用

床断熱 2-5-7 2-5-8

基礎断熱 2-5-9 2-5-10

※「その他の床」と、玄関等と浴室を除く「その他の土間床」がある場合

※

開口部（窓・ドア）を除く部位の熱貫流率について、特記無き場合はP.22～で紹介している
6地域の仕様を用いています。
また、地域ごとの基準値については、P.8を参照して下さい。



2-5-1. 計算結果（木軸構法）

52

天井
ロックウール MA 155mm

（熱貫流率）0.232

外壁
グラスウール 24-38 105mm

（熱貫流率） 0.409

床
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 60mm

（熱貫流率） 0.546

窓
金属製建具 Low-E 複層ガラス ガスなし 中空層 10mm以上

（熱貫流率） 3.49
金属製建具 Low-E 二層複層ガラス 日射遮蔽型

（垂直面の日射熱取得率） 0.32

ドア
枠：金属製熱遮断構造 ／ 戸：金属製フラッシュ構造

（熱貫流率）：3.49

地域の区分 ６地域 構造 軸組構法 住戸断熱構造 床断熱 浴室断熱構造 床断熱

土間床外周（玄関）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8

土間床外周（その他）
〔 なし 〕

（線熱貫流率）－

土間床外周（浴室）
〔 なし 〕

（線熱貫流率）－

計算値 基準値 可否

外皮平均熱貫流率 0.85 0.87 適合

冷房期の
平均日射熱取得率 2.2 2.8 適合

暖房期の
平均日射熱取得率 2.3 ー ー

床（浴室）
デフォルト値

（熱貫流率） 3.4

浴室、玄関土間はデフォルト値で基準
適合している。
ただし、無断熱（デフォルト値）を推奨
するものではありません。

コメント



土間床外周（その他）
〔 なし 〕

（線熱貫流率）－

床（浴室）
デフォルト値 カタログ値

（熱貫流率） 3.4→2.0

床
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 60mm

（熱貫流率） 0.488

2-5-2. 計算結果（枠組壁工法）

53

天井
ロックウール MA 155mm

（熱貫流率）0.232

ドア
枠：金属製熱遮断構造 ／ 戸：金属製フラッシュ構造

（熱貫流率）：3.49

地域の区分 ６地域 構造 枠組壁工法 住戸断熱構造 床断熱 浴室断熱構造 床断熱

土間床外周（玄関）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8

土間床外周（浴室）
〔 なし 〕

（線熱貫流率）－

計算値 基準値 可否

外皮平均熱貫流率 0.87 0.87 適合

冷房期の
平均日射熱取得率 2.3 2.8 適合

暖房期の
平均日射熱取得率 2.4 ー ー

外壁
グラスウール 24-38 89mm

（熱貫流率） 0.502
浴室は規定値では不適合のため、
カタログ値（2.0以下）の採用で適合
（玄関土間はデフォルト値で可）

コメント

窓
金属製建具 Low-E 複層ガラス ガスなし 中空層 10mm以上

（熱貫流率） 3.49
金属製建具 Low-E 二層複層ガラス 日射遮蔽型

（垂直面の日射熱取得率） 0.32



2-5-3. 計算結果（木軸構法）

54

天井
ロックウール MA 155mm

（熱貫流率）0.232

外壁
グラスウール 24-38 105mm

（熱貫流率） 0.409

床
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 60mm

（熱貫流率） 0.546

窓
金属製建具 Low-E 複層ガラス ガスなし 中空層 10mm以上

（熱貫流率） 3.49
金属製建具 Low-E 二層複層ガラス 日射遮蔽型

（垂直面の日射熱取得率） 0.32

ドア
枠：金属製熱遮断構造 ／ 戸：金属製フラッシュ構造

（熱貫流率）：3.49

地域の区分 ６地域 構造 軸組構法 住戸断熱構造 床断熱 浴室断熱構造 基礎断熱

土間床外周（玄関）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8

土間床外周（その他）
〔 なし 〕

（線熱貫流率）－

土間床外周（浴室）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8

計算値 基準値 可否

外皮平均熱貫流率 0.86 0.87 適合

冷房期の
平均日射熱取得率 2.2 2.8 適合

暖房期の
平均日射熱取得率 2.3 ー ー

床（浴室）
ー

浴室、玄関土間はデフォルト値の1.8
で基準適合

コメント



土間床外周（浴室）
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 50mm

（線熱貫流率）1.8→0.533

土間床外周（その他）
〔 なし 〕

（線熱貫流率）－

床（浴室）
ー

床
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 60mm

（熱貫流率） 0.488

2-5-4. 計算結果（枠組壁工法）
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天井
ロックウール MA 155mm

（熱貫流率）0.232

ドア
枠：金属製熱遮断構造 ／ 戸：金属製フラッシュ構造

（熱貫流率）：3.49

地域の区分 ６地域 構造 枠組壁工法 住戸断熱構造 床断熱 浴室断熱構造 基礎断熱

土間床外周（玄関）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8

計算値 基準値 可否

外皮平均熱貫流率 0.87 0.87 適合

冷房期の
平均日射熱取得率 2.3 2.8 適合

暖房期の
平均日射熱取得率 2.4 ー ー

外壁
グラスウール 24-38 89mm

（熱貫流率） 0.502
浴室は断熱仕様で計算値を入力、
（デフォルト値では不適合）

玄関土間はデフォルト値で基準適合

コメント

窓
金属製建具 Low-E 複層ガラス ガスなし 中空層 10mm以上

（熱貫流率） 3.49
金属製建具 Low-E 二層複層ガラス 日射遮蔽型

（垂直面の日射熱取得率） 0.32



2-5-5. 計算結果（木軸構法）
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天井
ロックウール MA 155mm

（熱貫流率）0.232

外壁
グラスウール 24-38 105mm

（熱貫流率） 0.409

床
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 60mm

（熱貫流率） 0.546

窓
金属製建具 Low-E 複層ガラス ガスなし 中空層 10mm以上

（熱貫流率） 3.49
金属製建具 Low-E 二層複層ガラス 日射遮蔽型

（垂直面の日射熱取得率） 0.32

ドア
枠：金属製熱遮断構造 ／ 戸：金属製フラッシュ構造

（熱貫流率）：3.49

地域の区分 ６地域 構造 軸組構法 住戸断熱構造 基礎断熱 浴室断熱構造 基礎断熱

土間床外周（玄関）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8

土間床外周（その他）
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 50mm

（線熱貫流率） 1.8→0.533

土間床外周（浴室）
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 50mm

（線熱貫流率） 1.8→0.533

計算値 基準値 可否

外皮平均熱貫流率 0.77 0.87 適合

冷房期の
平均日射熱取得率 2.2 2.8 適合

暖房期の
平均日射熱取得率 2.3 ー ー

基礎断熱は計算値を入力

で基準適合（デフォルト値では不適合）

玄関部はデフォルト値で可

コメント

床（浴室）
ー



床
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 60mm

（熱貫流率） 0.488

2-5-6. 計算結果（枠組壁工法）

57

天井
ロックウール MA 155mm

（熱貫流率）0.232

ドア
枠：金属製熱遮断構造 ／ 戸：金属製フラッシュ構造

（熱貫流率）：3.49

地域の区分 ６地域 構造 枠組壁工法 住戸断熱構造 基礎断熱 浴室断熱構造 基礎断熱

土間床外周（玄関）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8

計算値 基準値 可否

外皮平均熱貫流率 0.81 0.87 適合

冷房期の
平均日射熱取得率 2.3 2.8 適合

暖房期の
平均日射熱取得率 2.4 ー ー

外壁
グラスウール 24-38 89mm

（熱貫流率） 0.502

土間床外周（その他）
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 50mm

（線熱貫流率） 1.8→0.533

基礎断熱は計算値を入力

で基準適合（デフォルト値では不適合）

玄関部はデフォルト値で可

コメント

窓
金属製建具 Low-E 複層ガラス ガスなし 中空層 10mm以上

（熱貫流率） 3.49
金属製建具 Low-E 二層複層ガラス 日射遮蔽型

（垂直面の日射熱取得率） 0.32

床（浴室）
ー

土間床外周（浴室）
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 50mm

（線熱貫流率） 1.8→0.533



2-5-7. 計算結果（木軸構法）
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天井
ロックウール MA 155mm

（熱貫流率）0.232

外壁
グラスウール 24-38 105mm

（熱貫流率） 0.409

床
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 60mm

（熱貫流率） 0.546

窓
金属製建具 Low-E 複層ガラス ガスなし 中空層 10mm以上

（熱貫流率） 3.49
金属製建具 Low-E 二層複層ガラス 日射遮蔽型

（垂直面の日射熱取得率） 0.32

ドア
枠：金属製熱遮断構造 ／ 戸：金属製フラッシュ構造

（熱貫流率）：3.49

地域の区分 ６地域 構造 軸組構法 住戸断熱構造 床断熱、基礎断熱併用 浴室断熱構造 床断熱

土間床外周（玄関）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8

土間床外周（その他）
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 50mm

（線熱貫流率） 1.8→0.533

土間床外周（浴室）
〔 なし 〕

（線熱貫流率）－

計算値 基準値 可否

外皮平均熱貫流率 0.85 0.87 適合

冷房期の
平均日射熱取得率 2.2 2.8 適合

暖房期の
平均日射熱取得率 2.3 ー ー

床（浴室）
デフォルト値

（熱貫流率） 3.4

玄関以外のその他の土間床部分は

計算値で基準適合（デフォルト値では

不適合）

コメント



床（浴室）
デフォルト値 カタログ値

（熱貫流率） 3.4→2.0

床
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 60mm

（熱貫流率） 0.488

2-5-8. 計算結果（枠組壁工法）
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天井
ロックウール MA 155mm

（熱貫流率）0.232

ドア
枠：金属製熱遮断構造 ／ 戸：金属製フラッシュ構造

（熱貫流率）：3.49

土間床外周（玄関）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8

土間床外周（浴室）
〔 なし 〕

（線熱貫流率）－

計算値 基準値 可否

外皮平均熱貫流率 0.87 0.87 適合

冷房期の
平均日射熱取得率 2.3 2.8 適合

暖房期の
平均日射熱取得率 2.4 ー ー

外壁
グラスウール 24-38 89mm

（熱貫流率） 0.502 玄関以外のその他の土間床部分は

計算値、浴室はカタログ値（2.0以下）

の採用で適合

（玄関土間はデフォルト値で可）

コメント

窓
金属製建具 Low-E 複層ガラス ガスなし 中空層 10mm以上

（熱貫流率） 3.49
金属製建具 Low-E 二層複層ガラス 日射遮蔽型

（垂直面の日射熱取得率） 0.32

地域の区分 ６地域 構造 枠組壁工法 住戸断熱構造 床断熱、基礎断熱併用 浴室断熱構造 床断熱

土間床外周（その他）
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 50mm

（線熱貫流率） 1.8→0.533



2-5-9. 計算結果（木軸構法）
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天井
ロックウール MA 155mm

（熱貫流率）0.232

外壁
グラスウール 24-38 105mm

（熱貫流率） 0.409

床
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 60mm

（熱貫流率） 0.546

窓
金属製建具 Low-E 複層ガラス ガスなし 中空層 10mm以上

（熱貫流率） 3.49
金属製建具 Low-E 二層複層ガラス 日射遮蔽型

（垂直面の日射熱取得率） 0.32

ドア
枠：金属製熱遮断構造 ／ 戸：金属製フラッシュ構造

（熱貫流率）：3.49

地域の区分 ６地域 構造 軸組構法 住戸断熱構造 床断熱、基礎断熱併用 浴室断熱構造 基礎断熱

土間床外周（玄関）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8

土間床外周（その他）
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 50mm

（線熱貫流率） 1.8→0.533

計算値 基準値 可否

外皮平均熱貫流率 0.86 0.87 適合

冷房期の
平均日射熱取得率 2.2 2.8 適合

暖房期の
平均日射熱取得率 2.3 ー ー

玄関、浴室以外のその他の土間床部分

は計算値、玄関、浴室土間は

デフォルト値1.8で基準適合

コメント

床（浴室）
ー

土間床外周（浴室）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8



床
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 60mm

（熱貫流率） 0.488

2-5-10. 計算結果（枠組壁工法）
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天井
ロックウール MA 155mm

（熱貫流率）0.232

ドア
枠：金属製熱遮断構造 ／ 戸：金属製フラッシュ構造

（熱貫流率）：3.49

土間床外周（玄関）
デフォルト値

（線熱貫流率）1.8

土間床外周（浴室）
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 50mm

（線熱貫流率）1.8→0.533

計算値 基準値 可否

外皮平均熱貫流率 0.87 0.87 適合

冷房期の
平均日射熱取得率 2.3 2.8 適合

暖房期の
平均日射熱取得率 2.4 ー ー

外壁
グラスウール 24-38 89mm

（熱貫流率） 0.502 玄関以外のその他の土間床部分は

計算値、玄関土間は

デフォルト値1.8で基準適合

コメント

窓
金属製建具 Low-E 複層ガラス ガスなし 中空層 10mm以上

（熱貫流率） 3.49
金属製建具 Low-E 二層複層ガラス 日射遮蔽型

（垂直面の日射熱取得率） 0.32

地域の区分 ６地域 構造 枠組壁工法 住戸断熱構造 床断熱、基礎断熱併用 浴室断熱構造 基礎断熱

土間床外周（その他）
押出法ポリスチレンフォーム3種bA 50mm

（線熱貫流率） 1.8→0.533

床（浴室）
ー



３．一次エネルギー消費量の算出について
～WEBプログラム利用の手引き～

3-1.一次エネルギー消費量の計算について

62

WEBプログラムでの設備の入力において、多くの選択肢が用意されている場合があります。市場に流通する設
備を網羅的にカバーするためであり、その地域にとっては一般的でない仕様も含まれています。

本テキストの解説では、住団連の事前調査により一般的に採用されている仕様を中心に扱うこととし、その他の
仕様については、解説を省略するか、簡略にしています。

解説を省いた内容については、以下に詳しく解説されていますので、そちらをご確認ください。

「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅）」

http://www.kenken.go.jp/becc/house.html

※エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）Ver.2.7.2をベースにしています。

■本テキストにおけるWEBプログラム（※）の解説について

http://www.kenken.go.jp/becc/house.html
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3-1-1. 一次エネルギー消費量の対象設備イメージ

熱的境界ライン
断熱構造とする部分

（天井断熱）

太陽光
発電設備

暖冷房設備
（エアコン等）

照明設備

換気設備

給湯設備
（水栓等）

給湯設備
（高効率給湯器等）

暖房設備
（床暖房等）

浴室 LDK（主たる居室）

洋室（その他の居室）洋室（その他の居室）

納戸
（非居室）

（床断熱）
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3-1-2. 一次エネルギー消費量の評価イメージ

換気 EV

給湯 EW

照明 EL

外皮性能
（UA値、 ηAC値、ηAH値）
総外皮等面積
および
使用する設備により
設計一次エネルギー消費量
が算定される。

外皮性能
（H11年基準相当）
および
標準的な設備により
基準一次エネルギー消費量
が算定される。

その他 EM
面積･用途により、標準的な
設備の消費量が算定される

その他EMは､設計･基準とも同じ消費量となります。

暖房 ESH

換気 ESV

給湯 ESW

照明 ESL

その他 EM

冷房 ESC

効率化設備
ES

エネルギー利用効率化設備によ
る消費量の削減量

+

設計
一次エネルギー消費量

設計一次エネルギー消費量 ≦ 基準一次エネルギー消費量

+

+

+

+

－

+

≦

基準
一次エネルギー消費量

面積･用途により、標準的な
設備の消費量が算定される

+

+

+

+

+

+

評価のイメージ

外皮平均熱貫流率 UA 値

冷房期の平均日射熱取得率
ηAC 値

総外皮等面積

暖房期の平均日射熱取得率
ηAH 値

外
皮

性
能

等

暖房 EH

冷房 EC



3-1-3. エネルギー消費性能計算の基本的作業フロー
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一次エネルギー消費量を算定するプログラムは、ウェブ上で操作します。

次の方法でプログラムにアクセスしてください。

建築研究所のホームページを開き、下図 の「技術情報 省エネ基準…」をクリックします。
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3-2-1.  計算プログラムの起動（ホーム画面へのアクセス）

3-2. エネルギー消費性能計算プログラムへのアクセス
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3-2-1. 計算プログラムの起動（ホーム画面へのアクセス）

「4.1 住宅に関する省エネルギー基準に準拠したプログラム」をクリックします。
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3-2-1. 計算プログラムの起動（ホーム画面へのアクセス）

「住宅に関する省エネルギー基準に準拠したプログラム」のサイトに移動する をクリックします。



3-2-1. 計算プログラムの起動（ホーム画面へのアクセス）
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「はじめる」をクリックします。



3-2-1. 計算プログラムの起動（ホーム画面へのアクセス）
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「住宅版」をクリックすると、プログラムが開きます。



プログラムにアクセスすると、「使用許諾条件」が表示されます。「使用許諾条件に同意する」を

クリックすると、ホーム画面が表示されます。

71

3-2-1. 使用許諾条件への同意



本テキストは、基本的にスライドを２アップで配置しています。
上段でプログラムの画面を表示し、下段で 部分を解説します。 72

3-3-1. 基本情報

3-3. エネルギー消費性能計算プログラムの入力方法解説



基本的考え方

○ 画面上部の基本情報から始まる11のタブそれぞれを入力します。

○ マークをクリックすると解説が表示されますので、参考にして下さい。

○ 基本情報では、「住宅／住戸（タイプ）」「住宅建て方」「居室の構成」「床面積」を入力します。

項目 具体的な選択方法又は入力方法

住宅／住戸
（タイプ）の名称

戸建住宅の名称や共同住宅の住戸の名称を入力して下さい。共同住宅で評価条件が共通する複数
の住戸を一括して評価する場合などは、住戸タイプの名称を記入してください。

住宅建て方
共同住宅、長屋その他の一戸建て住宅以外の住宅及び複合建築物を評価する場合は「共同住宅」を
選択してください。

居室の構成 「主たる居室、その他の居室、非居室」が全てあるか、ないかで選択してください。

床面積

「主たる居室」には、居間・食堂・台所の合計面積を入力します。

「その他の居室」には、主たる居室以外の寝室等の居室の合計面積を入力します。

「合計」の面積を入力すると、廊下・洗面所等の「非居室」の面積が自動計算されます。
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※吹抜け等について

① 天井高4.2m以上の吹抜け等は、高さ2.1mの部分に仮想床
があるとみなして当該室の床面積に加えます。

② 天井高6.3m以上の吹抜け等は、2.1m及び4.2mの部分に
仮想床があるとみなして当該室の床面積に加えます。

③ 間仕切壁や扉等がなく連続する空間や吹抜け等に面して解
放された空間は、ひとつの室とみなして床面積を算出します。
「主たる居室」に連続する「その他の居室」「非居室」は「主た
る居室」に、「その他の居室」に連続する「非居室」は「その他
の居室」に含めます。
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3-3-1. 基本情報

年間日射地域区分の指定（ポップアップ画面）



項目 具体的な選択方法又は入力方法

地域の区分
地域の区分とは、全国を市町村単位別に主に外気条件を評価軸として8つの地域に分けた省エネ
地域区分のことです。

年間日射地域区分の指定

日本全国を日射の少ない地域から多い地域まで5地域に分類した地域区分のことです。

太陽光発電又は太陽熱利用給湯設備を採用する場合は年間日射地域区分を選択して下さい。

年間日射区分の項目の マークをクリックして解説画面をポップアップさせ、文中の「こちら（新地
域区分）」または「旧地域区分」をクリックすると、以下の画面が表示されます。表から建築地に該
当する区分を読み取ります。
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3-3-2. 外皮

P.36を参考に「住戸の種類」を選択してください。

浴室断熱構造に基づき選択してください。

今回の講習では、この評価方法を使います。



3-3-2. 断熱構造のイメージについて

77

玄関等・浴室を除いた
（最下部の）外皮の断熱構造 浴室の断熱構造 断熱イメージ

（スライド78～82）

床断熱住戸
※土間床等を有する室等がある場合は

当該部分が基礎断熱となるため

⇒ 「併用」へ

床断熱

基礎断熱

浴室の床及び基礎が
外気等に面していない

☑ 2階などに浴室あり

基礎断熱住戸
※オーバーハングする室等がある場合は

当該部分が床断熱となるため

⇒ 「併用」へ

床断熱

基礎断熱

浴室の床及び基礎が
外気等に面していない

☑ 2階などに浴室あり
☑ 基礎断熱空間内部に浴室あり

床断熱住戸と
基礎断熱住戸の併用

（ベースの断熱） 床断熱 基礎断熱

床断熱 ー

基礎断熱

浴室の床及び基礎が
外気等に面していない

☑ 2階などに浴室あり
☑ 基礎断熱空間内部に浴室あり

ア

イ

ウ

ク

ケ

コ

シ

セス

エ

カ キ

断熱構造「基礎断熱住戸」を選択すると
浴室の断熱構造の選択は不可。

オ
浴室は基礎断熱となり、その他の基礎の
線熱貫流率と等しい旨で計算がなされる。



浴室
玄関

勝手口等

床断熱

温度差係数

0.7
温度差係数

1.0

2階

1階

2階

1階

断熱構造

床断熱住戸
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床（その他） 床（その他）

浴室
玄関

勝手口等

温度差係数

1.0
温度差係数

0.7
温度差係数

0.7
温度差係数

1.0

2階 2階

1階 1階

浴室の断熱構造

床断熱

断熱構造

床断熱住戸

浴室の断熱構造

基礎断熱

※ UB床のU値
又は 無断熱U=3.4ア

イ

床（浴室） 土間床等の外周部
（玄関等）

土間床等の外周部
（浴室）

床（その他）土間床等の外周部
（玄関等）

床（その他）

※ 該当なし
土間床等の外周部（その他）

※ 該当なし
床（浴室）
土間床等の外周部（その他）

3-3-2. 断熱構造のイメージ（床断熱住戸１）
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玄関
勝手口等

温度差係数

0.7
温度差係数

1.0

2階

1階

浴室
2階

1階

断熱構造

床断熱住戸

浴室の断熱構造

浴室の床及び基礎が
外気等に面していない

浴室の床及び基礎が
外気等に面していない

ウ
床（その他） 床（その他）土間床等の外周部

（玄関等）
※ 該当なし

床（浴室）
土間床等の外周部（その他）
土間床等の外周部（浴室）

3-3-2. 断熱構造のイメージ（床断熱住戸２）

浴室
玄関

勝手口等

温度差係数

1.0
温度差係数

1.0
温度差係数

1.0
温度差係数

1.0

温度差係数

0.7

2階 2階

1階 1階

土間床等の外周部
（浴室）

断熱構造

基礎断熱住戸

浴室の断熱構造

－

オ
土間床等の外周部

（その他）
土間床等の外周部
（玄関等）

※ 評価しない

土間床等の外周部
（その他）

※ 該当なし
床（その他）
床（浴室）
土間床等の外周部（その他）
土間床等の外周部（浴室）
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浴室
玄関

勝手口等

床断熱

温度差係数

0.7
温度差係数

1.0

2階 2階

1階

断熱構造

床断熱住戸と
基礎断熱住戸の併用

浴室の断熱構造

床断熱 土間床

浴室

温度差係数

1.0
温度差係数

0.7

2階

断熱構造

床断熱住戸と
基礎断熱住戸の併用

浴室の断熱構造

基礎断熱

玄関
勝手口等

温度差係数

0.7
温度差係数

1.0

2階

1階

土間床

1階

1階

（納屋など）

（納屋など）

温度差係数

0.7
温度差係数

1.0

温度差係数

0.7
温度差係数

1.0

ク

ケ

※ UB床のU値
又は 無断熱U=3.4

床（浴室） 土間床等の外周部
（玄関等）

床（その他） 土間床等の外周部
（その他）

床（その他）

土間床等の外周部
（玄関等）

床（その他） 土間床等の外周部
（その他）

床（その他）土間床等の外周部
（浴室）

※ 該当なし
土間床等の外周部（浴室）

※ 該当なし
床（浴室）

3-3-2. 断熱構造のイメージ（床・基礎併用１）
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2階
浴室断熱構造

床断熱住戸と
基礎断熱住戸の併用

浴室の断熱構造

浴室の床及び基礎が
外気等に面していない

浴室の床及び基礎が
外気等に面していない

玄関
勝手口等

温度差係数

0.7
温度差係数

1.0

2階

1階

土間床

（納屋など）

温度差係数

0.7
温度差係数

1.0

コ
床（その他） 床（その他） 土間床等の外周部

（その他）
土間床等の外周部

（玄関等）※ 該当なし
床（浴室）
土間床等の外周部（浴室）

1階

3-3-2. 断熱構造のイメージ（床・基礎併用２）

浴室
玄関

勝手口等

温度差係数

1.0
温度差係数

1.0
温度差係数

1.0
温度差係数

1.0

温度差係数

0.7

2階 2階

1階 1階

断熱構造

床断熱住戸と
基礎断熱住戸の併用

浴室の断熱構造

基礎断熱

床断熱
（外気床）

シ
土間床等の外周部

（その他）
床

（その他）

土間床等の外周部
（その他）

土間床等の外周部
（玄関等）

土間床等の外周部
（浴室）

※ 該当なし
床（浴室）
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2階
浴室

2階

玄関
勝手口等

温度差係数

1.0
温度差係数

1.0

温度差係数

0.7
温度差係数

1.0
温度差係数

1.0

1階

断熱構造

床断熱住戸と
基礎断熱住戸の併用

浴室の断熱構造

浴室の床及び基礎が
外気等に面していない

浴室の床及び基礎が
外気等に面していない

1階

床断熱
（外気床）

2階 2階

玄関
勝手口等

温度差係数

1.0
温度差係数

1.0

温度差係数

0.7
温度差係数

1.0
温度差係数

1.0

1階

断熱構造

床断熱住戸と
基礎断熱住戸の併用

浴室の断熱構造

浴室の床及び基礎が
外気等に面していない

1階

床断熱
（外気床）

浴室

ス

セ

土間床等の外周部
（その他）

土間床等の外周部
（玄関等）

土間床等の外周部
（その他）

土間床等の外周部
（玄関等）

土間床等の外周部
（その他）

床
（その他）

土間床等の外周部
（その他）

浴室の床及び基礎が
外気等に面していない

土間床等の外周部
（その他）

土間床等の外周部
（その他）

床
（その他）

※ 該当なし
床（浴室）
土間床等の外周部（浴室）

※ 該当なし
床（浴室）
土間床等の外周部（浴室）

3-3-2. 断熱構造のイメージ（床・基礎併用３）
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3-3-2. 外皮

各部位の熱貫流率を記入してください。

「その他の床の熱貫流率」と「土間床等の外周部の
線熱貫流率」は、温度差係数0.7を掛けない数字を
入力してください (webプログラム内で自動計算) 。

↓にスクロールすると、日射熱取得率の入力欄があります。



項目 具体的な選択方法又は入力方法等

熱貫流率

当該住戸の外皮の各部位における熱貫流率の値とします。各部位で複数の異なる仕様を有する場

合は、熱貫流率に温度差係数を乗じた値が最も大きい部位の熱貫流率の値を入力してください。

窓の熱貫流率の計算において、窓の面積（当該窓が2以上の場合においてはその合計の面積）が

単位住戸の床面積に0.02を乗じた数値以下となるものは計算対象から除くことができます。

床断熱住戸において浴室部分の外皮を床とする場合は、浴室の床の熱貫流率の値を入力し、浴室

の床がない場合はその他の床の熱貫流率を浴室の床の熱貫流率として入力してください。

各部位の熱貫流率 各部位で複数の熱貫流率がある場合、最も大きい熱貫流率を選択してください。

外皮平均熱貫流率

（ＵＡ：Ｗ/(ｍ2・Ｋ））

外皮の計算結果はPDFで出力されます（P141参照）。

P.8の基準に適合していることを確認してください。

暖房期平均日射熱取得率 外皮の計算結果はPDFで出力されます（P141参照）。

冷房期平均日射熱取得率
外皮の計算結果はPDFで出力されます（P141参照）。

P.8の基準に適合していることを確認してください。

基本的考え方
別途計算された部位の熱貫流率と冷房期・暖房期の窓の垂直面日射熱取得率を入力することに
より、外皮平均熱貫流率および平均日射熱取得率を計算することができます。本テキストでは、補
正係数の指定は規定値を使用する設定になっています。
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3-3-2. 外皮



項目 具体的な選択方法又は入力方法

通風の利用
・主たる居室
・その他の居室

主たる居室、その他の居室において、通風の利用の程度を換気回数に応じ選択します。

通風を確保する措置の有無の判定作業が不要な「通風を利用しない」を推奨します。

蓄熱の利用

蓄熱部位の熱容量が評価対象住戸の床面積当たり170KJ/(ｍ2・Ｋ)以上の熱容量の増加が見込まれ
る材料を蓄熱部位に用いることが条件です。

利用頻度が少ないため、今回の講習では詳細の解説を割愛します。

利用しない場合は「利用しない」を選択します。

床下空間を経由して外
気を導入する換気方式
の利用

「床下空間を経由して外気を導入する換気方式の利用」とは、床下空間に外気を導入することにより、換
気負荷を低減させ、暖冷房のエネルギー消費量を削減する効果を見込める換気方式です。

利用頻度が少ないため、今回の講習では詳細の解説を割愛します。

利用しない場合は「利用しない」を選択します。
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3-3-3. 暖房 （暖房フロー）



※前ページの暖房フローは、別添のA3版を参照して下さい。
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採用頻度の高い「ルームエアコンディショナー」
を選択する場合を解説します

90

3-3-3. 暖房（ルームエアコンディショナー）



基本的考え方
○「住宅全体」又は「主たる居室及びその他の居室」の暖房設備について評価します。

○主たる居室で解説しますが、その他の居室も選択方法、入力方法は同じです。

項目 具体的な選択方法又は入力方法

暖房方式の選択
「居室のみ」「住戸全体※」又は「設置しない」を選択します（解説では「居室のみ」を選択）。

（※住戸全体の暖房は、ダクト式セントラル空調方式を指します）

評価方法の選択

「評価しない」は、機種が特定できない場合に選択します。

「エネルギー消費効率の区分を入力し評価する」は、機器のエネルギー消費効率が分かる場合に選択し
ます。

エネルギー
消費効率の区分

消費効率の区分はメーカーのカタログ等で確認してください。

お客様手配等、不明の場合は「評価しない」を選択します。

2 台以上のエアコンが設置される場合は、最も性能が劣る機器で評価してください。（（い）から
（は）にいくほど性能が低くなる）

小能力時高効率型
コンプレッサーの搭載

容量可変型コンプレッサーが設置されている場合に選択してください。
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採用頻度の高い「温水床暖房」
を選択する場合を解説します

3-3-3. 暖房（温水床暖房）



項目 具体的な選択方法又は入力方法

敷設率

「床暖房パネルの敷設面積」÷「当該居室の床面積」の値を入力してください。

「主たる居室」と「その他の居室」に設置した場合は、それぞれ敷設率を入力してください。

※ LDKと扉等がなく連続する和室コーナー・階段室・2階の廊下・吹抜け等の空間は、
これらの合計が 「主たる居室」の面積になりますので、注意してください（下図）。

基本的考え方
エアコンディショナーと温水床暖房を併用する場合、優先順位の高い温水床暖房で評価します。
なお、優先順位が高い、電気ヒーター床暖房、温水床暖房等を採用する場合は、暖房の設計一次エネ
ルギー消費量が大きくなります。
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【和室等がLDKと区画】 【和室コーナー等がLDKと連続】



項目 具体的な選択方法又は入力方法

敷設率（続き）

【補足説明】

1）1階と2階に「主たる居室」がある住宅で、1階と2階の主たる居室が吹抜け等一体となっていない場合

→1階のみに床暖房パネルを設置した場合は、「1階の床暖房パネルの敷設面積」÷「1階の主たる居室

面積」の値を入力してください。

2）温水床暖房が2ヶ所以上に設置される場合は、そのうち最も小さい値を敷設率として入力してください。

①「主たる居室」の2ヶ所以上に温水床暖房が設置される場合（居間と食堂が一体の場合）
→「主たる居室」全体の面積が20㎡で、居間に8㎡、食堂に4㎡の床暖房を設置した場合

敷設率は40％、20％になり、小さい方である20％が敷設率になります。

②「その他の居室」の2ヶ所以上に温水床暖房が設置される場合
→たとえば、10㎡の洋室に2㎡と3㎡の床暖房パネルを設置した場合、敷設率は20％、

30％になり、小さい方である20％が「その他の居室の」敷設率になります。

③ 複数の「その他の居室」においてそれぞれに温水床暖房が設置される場合
→洋室Ａと洋室Ｂに床暖房パネルが設置され、敷設率がＡ20％、Ｂ40％であれば、小さい方の

20％が「その他の居室」の敷設率になります。

ただし、当面の間は、従前の方法（当該住戸の敷設面積の合計を、温水床暖房を設置する居室の床面
積の合計で除した値を「敷設率」とする方法）によって求めた値を入力することもできます。
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④選択・入力が完了したら、計算結果を確認し、
「計算結果を反映して閉じる」をクリックすれば
WEBプログラムに計算結果が反映されます。

選択・入力の作業はここから始めます。
①床暖房を行っている床の下側に空間を持つ場

合は、こちらを選択します。

②床暖房を設置する床の熱貫流率を入力します。
（熱貫流率は温度差係数を掛ける前の値）

③床下のある床断熱の床に床暖房を設置する場
合は、こちらを選択します。

95

（ 「床暖房の上面放熱率の簡易計算プログラム」の解説 ）

※上記の算定用パラメーター（隣接空間）を選
択すると、対応する温度差係数Ｈが設定されます



項目 具体的な選択方法又は入力方法

床の断熱
(上面放熱率) 

上面放熱率とは、床暖房パネルに投入した熱量に対する居室（上部）に放熱される熱量の割合を示し
ます。

「主たる居室」において 2か所以上に温水床暖房を設置する場合の上面放熱率は、それぞれの箇所で計
算した値のうち、最も小さい値を入力して下さい（その他の居室も同様）。

※別ウィンドウで、「床暖房の上面放熱率の簡易計算ツール」」が用意されています。

床暖房の上面放熱率
の簡易計算プログラム

床暖房を選択すると現れる「床暖房の上面放熱率の簡易計算プログラム」をクリックして起動します。

①床の種類は、土間床以外では「床の下側に空間を持つ床」を選択しますが、デフォルトで入っています。

「床の下側に空間を持たない床(土間床)」を選択すると、上面放熱率0.9となり、検討作業終了です。

②床の熱貫流率は、外皮計算で求めた値（温度差係数を掛ける前）を入力します（デフォルトは0.5）

③床下の床パネル下の隣接空間等の種類は、次のように選択します。

・外気に接する床に設置する場合は、「外気、外気に通じる空間」を選択

・床断熱部分の床に設置する場合は、「外気に通じていない空間、外気に通じる床裏」を選択

・基礎断熱部分の床、室内空間上部の床に設置する場合は、「住戸及び住戸と同様の熱的環境の

空間、外気に通じていない床裏」を選択

※それぞれ、温度差係数が「1.0」「0.7」「0.15（1～3地域は0.05）」で計算されます。

（小さいほど有利）

④ツールの最上段に、床暖房の上面放熱率が表示されます。「計算結果を反映して閉じる」をクリックす

ると、WEBプログラムに戻るとともに、計算結果が反映されます。
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98

温水床暖房として一般的な
「給湯・温水暖房一体型」
を選択する場合を解説します

3-3-3. 暖房（給湯・温水暖房一体型）



項目 具体的な選択方法又は入力方法

温水暖房機の種類
温水暖房の放熱器のみに接続される「温水暖房専用型」と、台所、洗面、浴室などへの給湯用熱源を
兼ねる「給湯・温水暖房一体型」、温水の供給に加えて発電も行う「コージェネレーション」などがあります

断熱配管の採用

温水暖房機から放熱器までの温水配管における熱損失の状況を評価します。温水配管の周囲を断熱
材で被覆している場合は、「採用する」を選択して下さい。

断熱材の種類・厚さは問いませんが、温水暖房機から放熱器まで全部が断熱されていることが要件とな
ります。

配管が通過する空間 配管経路の記載が不要となる「全てもしくは一部が断熱区画外である」を推奨します。
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3-3-4. 冷房



基本的考え方

○「住宅全体」又は「主たる居室・その他の居室」の冷房設備について評価します。

○最も一般的な『居室のみをルームエアコンディショナーで冷房する方式』を解説します。

○「ルームエアコンディショナー」の場合、暖房の「ルームエアコンディショナー」の項目と同じ
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3-3-5. 換気



項目 具体的な選択方法又は入力方法

換気設備の方式の選
択

ダクト式、壁付け式、第一種、第二種、第三種換気設備の選択を行う。

ダクト式は1ｍ以上、ダクト長さがある場合です。

評価方法の選択 省エネルギー手法の選択や、比消費電力の入力が不要な「評価しない」を推奨します。

換気回数の算出
空間の空気が1時間に何回入れ替わるかを示した値です。

通常は0.5回以上の換気回数で設計されています。

（ダクト式1種換気設
備の場合）

有効換気量率

第一種換気設備の場合のみ入力します。有効換気量の給気量に対する比率です。

熱交換換気設備を用いない場合は、1.0です。

熱交換換気設備を用いる場合は、カタログ等にて確認してください。

基本的考え方

○24時間換気に用いる換気設備を対象とします。

○局所的に換気を行なう設備（例：台所、浴室、トイレ等が対象）のエネルギー性能については評価し
ません。

○なお、局所換気設備が全般換気設備を兼ねる場合は、該当する設備の方式を選択してください。
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3-3-6. 熱交換



基本的考え方
○熱交換換気設備を採用することにより、条件によって暖房負荷を削減することができます。
○熱交換型換気設備の「温度交換効率」については採用メーカーに確認ください。

項目 具体的な選択方法又は入力方法

熱交換型換気設備の
設置

熱交換型換気設備を設置する場合に熱交換型換気を「採用する」を選択して下さい。
8地域では、熱交換型換気を「採用する」を選択することはできません。

温度交換効率
値については採用メーカーに確認ください。
値は、パーセント単位で入力してください。ただし、値が95（％）を上回る場合は、95を入力してください。

給気と排気の比率に
よる温度交換効率の
補正係数

一般的に使われている次の値を入力することを推奨します。
・給気と排気の比率による温度交換効率の補正係数：0.90
・排気過多時における住宅外皮経由の漏気による温度交換効率の補正係数：1.00排気過多時における

住宅外皮経由の漏気
による温度交換効率
の補正係数
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3-3-7. 給湯 （給湯フロー）



107

前ページの給湯フローは、別添のA3版を参照して下さい。
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採用頻度の高い「電気ヒートポンプ給湯機」
を選択する場合を解説します

3-3-7. 給湯（電気ヒートポンプ給湯機）



項目 具体的な選択方法又は入力方法

給湯設備・浴室等の
有無

給湯設備・浴室ともに有るものとして解説します。

熱源機の分類 ここでは、電気ヒートポンプ給湯機の中で、採用率が高い給湯専用型を選択します。

熱源機の種類
前項で「給湯専用型」を選択すると、給湯専用の熱源機のみが表示されます。

「電気ヒートポンプ給湯機(CO2冷媒)(太陽熱利用給湯設備を使用しないもの)」を選択します。

効率の入力

「JIS効率を入力することにより省エネルギー効果を評価する」を選択する場合は、JIS効率を入力し
て下さい。（上限3.6で評価されます）

設置する給湯機が複数あり、いずれも電気ヒートポンプ給湯機でかつ効率が異なる場合は、効率の小さ
い方の値を用いて評価して下さい。

基本的考え方

○給湯設備及び関連する設備に評価します。

○給湯設備の種類が多いため、比較的採用率が高い次の二つの設備で解説します。

「電気ヒートポンプ給湯機(CO2冷媒)(太陽熱利用給湯設備を使用しないもの)」

「ガス潜熱回収型給湯温水暖房機」

○「ふろ機能」「配管」「水栓」「浴槽」については、共通事項として別途解説します。
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カタログの記載例（電気ヒートポンプ給湯機（CO2冷媒））

JIS Ｃ 9220-2011

JIS Ｃ 9220-2011



「ガス潜熱回収型給湯温水暖房機」
を例に解説します
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3-3-7. 給湯（ガス潜熱回収型給湯温水暖房機）



項目 具体的な選択方法又は入力方法

給湯設備・浴室等の
有無

給湯設備・浴室ともに、有るものとして解説します。

熱源機の分類

ここでは、温水暖房用の温水供給を兼ねる「給湯・温水暖房一体型」を選択して解説します。

コージェネレーション設備を設置している場合は「コージェネレーションを使用する」選択して下さい。コージェ
ネレーション設備の種類は、タブ「コージェネ」で選択できます

熱源機の種類 ガス潜熱回収型給湯温水暖房機を選択します。

効率の入力

効率を入力する場合は

「暖房部：熱効率 給湯部：エネルギー消費効率」

または

「暖房部：熱効率 給湯部：モード熱効率」

を入力することにより省エネルギー効果を評価します。
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カタログの記載例（ガス潜熱回収型給湯温水暖房機）

給湯・温水暖房一体型 （参考）給湯専用の場合
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3-3-7. 給湯（共通事項）



項目 具体的な選択方法又は入力方法

ふろ機能の種類
給湯単機能、ふろ給湯機（追焚なし）及びふろ給湯機（追焚あり）の 3 種類に分類しています。
給湯機が複数設置される場合の評価優先順位は、以下のとおりです。
「ふろ給湯機（追焚あり）」＞「ふろ給湯機（追焚なし）」＞「給湯単機能」

給湯機の併用
太陽熱利用給湯設備と電気ヒートポンプ給湯機を併用する場合の詳細は、各メーカーにお問い合わせく
ださい。

配管方式

給湯熱源機から各給湯先までの配管方式の選択です。

ヘッダー方式を採用し、ヘッダー分岐後のすべての配管径を小口径化（13A以下）することで、省エネル
ギー効果が認められます。
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3-3-7. 給湯（水栓種類について）



項目 具体的な選択方法又は入力方法

水栓
台所、浴室、洗面に設置される水栓の種類をそれぞれ選択します。
節湯水栓は、「手元止水機構」「小流量吐水機構」または「水優先吐水機構」を有するものを評価対
象とします。

台所水栓

①１箇所でも「２バルブ水栓」があれば、「２バルブ水栓」を選択して下さい。

②１箇所でも「手元止水機能」が付いていなければ、「無」を選択して下さい。

③１箇所でも「水優先吐水機能」が付いていなければ、「無」を選択して下さい。

浴室シャワー水栓

①１箇所でも「２バルブ水栓」があれば、「２バルブ水栓」を選択して下さい。

②１箇所でも「手元止水機能」が付いていなければ、「無」を選択して下さい。

③１箇所でも「小流量吐水機能」が付いていなければ、「無」を選択して下さい。

洗面水栓
①１箇所でも「２バルブ水栓」があれば、「２バルブ水栓」を選択して下さい。

②１箇所でも「水優先吐水機能」が付いていなければ、「無」を選択して下さい。

浴槽の保温措置

浴槽本体からの熱損失を軽減するために浴槽を保温構造とすることです。

JIS A 5532（浴槽）において「高断熱浴槽」と定義された浴槽の性能を満たしている場合に「高断熱
浴槽を使用する」を選択することができます。
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構造
カタログ等
での表示例

製品例

手元止水機
構

台所 吐水切替機能、流量および温度
の調節機能と独立して、使用者
の操作範囲内に設けられたボタン
やセンサー等のスイッチで吐水及
び止水操作ができる機構を有す
る湯水混合水栓

浴室
シャワー

小流量
吐水機構

浴室
シャワー

「小流量吐水機構を有する水栓
の適合条件」を満たす湯水混合
水栓

水優先
吐水機構

台所
吐水止水操作部と一体の温度
調節を行うレバーハンドルが水栓
の正面に位置するときに湯が吐出
されない構造を有する等、水栓
又は取扱説明書等に水栓の正
面位置が判断できる表示がされ
ている湯水混合水栓

洗面

手元止水（ボタン）
手元止水（センサー）

水平から上方45°で
水吐水（横形）

水栓の正面で水吐水（縦
型）

小流量吐水
（シャワーヘッド）

水栓の正面で
水吐水（縦型）

手元止水（シャワーヘッド）

資料作成協力：（一社）日本バルブ工業会
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A1

節湯
B1

節湯
C1
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3-3-8. 照明（主たる居室とその他の居室）



項目 具体的な選択方法又は入力方法

設置の
有無

主たる居室
居間（リビング）、食堂（ダイニング）、台所（キッチン）のいずれかに一か所にでも照明設備を設
置する場合は、「設置する」を選択して下さい。

その他の居室
いずれかの居室に一か所でも設置する場合は、「設置する」を選択して下さい。 ※クローゼット・納戸
等に設置する器具は「非居室」で評価します。

照明器具の種類

「すべての機器においてLEDを使用している」は、すべての機器にLEDを使用している場合に選択してく
ださい。
「すべての機器において白熱灯以外を使用している」は、すべての機器に白熱灯以外（LEDまたは蛍
光灯）を使用している場合に選択してください。
「いずれかの機器において白熱灯を使用している」は、白熱灯を1箇所でも使用している場合に選択し
て下さい。
キッチンに設置するレンジフード内の手元灯については、白熱灯等以外の器具が設置されている製品
が少ないため、当面の間は評価対象外とします。

多灯分散照明方式の採用
評価対象住戸の主たる居室において消費電力の計算が必要であり、また、一次エネルギー削減効果
が少ないため、「採用しない」を推奨します。

調光が可能な制御
照明設備本体が有する調光機能による場合と、照明設備本体とは別の調光器による場合があります。
2～3 本の蛍光灯がセットになった照明器具で、スイッチにより点灯本数を調整する「段調光」も評価
対象とします。採用しない場合は「採用しない」を選択します。

基本的考え方 ○「主たる居室」「その他の居室」「非居室」の照明機器について入力します。
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3-3-8. 照明（非居室）



項目 具体的な選択方法又は入力方法

設置の有無
浴室・洗面所・トイレ・廊下・玄関（玄関と連続する玄関ポーチ含む）・クローゼット・納戸等、非居
室のうちいずれか一か所でも設置する場合は、「設置する」を選択して下さい。

照明器具の種類
非居室に一か所でも照明設備を設置している場合は評価の対象となります。
詳細は、「主たる居室」の解説と同様。

人感センサー
人感センサーとは、人を感知して自動で照明設備を点滅させる機能です。
非居室の照明設備のいずれかに採用している場合に「採用する」を選択します。
採用しない場合は「採用しない」を選択します。
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3-3-9. 太陽光
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項目 具体的な選択方法又は入力方法

太陽光発電の採用の有無

太陽光発電を採用する場合は、評価対象住戸が建設される地域の「年間日射地域区分」を確認し
て、該当する区分を選択して下さい。

（基本情報タブの「年間日射地域区分の指定」で指定できます）
年間日射地域区分は、日射量の多寡により全国を市町村別に分けられた5つの地域区分（Ａ１

区分からＡ５区分）で構成されます。具体的には、「基本情報」入力ページの「地域」＞「年間日射
地域区分の指定」の ボタンからリンク先（こちら）を参照してください。

方位の異なるパネルの面数 太陽光発電パネルを設置する屋根面の数を入力する。

パワーコンディショナの定格
負荷効率の入力

使用するパワーコンディショナの定格負荷効率がカタログ等で明確な場合は、「入力する」を選択してく
ださい。なお、力率は0.95の数値を入力してください。

パワーコンディショナの定格
負荷効率

JIS C 8961「太陽光発電用パワーコンディショナの効率測定方法」に基づき測定された定格負荷効
率を入力してください。
�複数台のパワーコンディショナが設置される場合は、最も定格負荷効率（JIS C 8961に基づく値）
の低いパワーコンディショナの値を入力してください。

基本的考え方
○太陽光発電を採用する場合に入力します。方位の異なるパネルごとに入力します。

○余剰買取を行う場合が対象となります。全量買取の場合は、「採用しない」を選択します。
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パネルが２方位以上ある場合、
「方位の異なるパネルその２、その３」も同様に入力してください。
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3-3-9. 太陽光



項目 具体的な選択方法又は入力方法

太陽電池アレイの
システム容量

「太陽電池アレイのシステム容量」は、採用メーカーに確認ください。
小数点第三位を四捨五入し、小数点第二位までの値を入力して下さい。

太陽電池アレイの種類
太陽電池の種類を「結晶シリコン系太陽電池」と「結晶シリコン系以外の太陽電池」から選択して下さい。
結晶シリコン系太陽電池であるかどうかは、製造業者の仕様書又は技術資料などにより確認して下さい。

太陽電池アレイ設置方式

「太陽電池アレイ設置方式」とは、太陽電池アレイの取り付け方を示し、本評価では「架台設置形」
「屋根置き形」「その他」に分類されています。下表を参考に、太陽電池アレイを屋根や屋上に設置する方
式について選択して下さい。
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項目 具体的な選択方法又は入力方法

パネル設置方位角 太陽光発電受光面の向きを、プルダウンメニューの範囲から選択してください。

パネル設置傾斜角 太陽光発電が設置された傾斜角（水平面からの角度）を選択して下さい。90 度を超える場合は
90 度を選択して下さい。�
尺貫法から換算する場合は、下表を参考にしてください。
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3-3-9. 太陽光
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太陽熱利用給湯設備については解説を割愛いたします。

採用の場合の具体的入力方法等はメーカーに問い合わせお願いします。

3-3-10. 太陽熱
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3-3-11. コージェネレーション



基本的考え方
○コージェネレーション設備（エネファーム等）を採用する場合に「採用する」を選択します。

○給湯設備の熱源機で「コージェネレーションを使用する」を同時に選択してください。

項目 具体的な選択方法又は入力方法

コージェネレーション設備の設置

コージェネレーションを採用する場合は、「設置する」を選択します。

太陽光発電設備とコージェネレーション設備を同時に設置する場合は「こちら」をクリックして内容を
確認してください。

コージェネレーションの種類
ＰＥＦＣ、ＳＯＦＣまたはＧＥＣのいずれかを選択します。

※「ＰＥＦＣ・ＳＯＦＣに2015年度以前の評価方法」は評価結果が劣るためお勧めしません。

コージェネレーション機器の指定
「指定する」を選択します。

※「指定する」を選択する方が、評価結果が適正に反映されるためお勧めします。

逆潮流の評価
コージェネレーション設備が逆潮流を行う機種で逆潮流を評価する場合は「評価する」を選択します。

内容については「こちら」をクリックして確認してください。

機器の選定

発電ユニット番号または、ブランド事業者名を入力すると該当商品が列記されるので、その中から選
択できます。

キーワード入力により、予測検索して可能性のある該当機種が列挙されます。
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3-4-1. 計算の実行
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3-4. 計算の実行と印刷
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3-4-2. 計算結果の出力

通常の場合はこちら⇒

認定低炭素の場合はこちら⇒
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3-4-3. 中断ファイルのダウンロード

「保存」をクリックすると確認画面が
でるので「ＯＫ」で、保存してください
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3-4-4. 中断ファイルのアップロード

「読込」をクリックする「ファイルを選択」
の画面がでるので、保存している
データを選択してください



3-5．エネルギー消費性能計算プログラム
を使った計算事例
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3-5-1. プログラムの入力事例（P.54）
（基本情報入力１：主たる居室とその他の居室の面積、および合計床面積入力）
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3-5-2. プログラムの入力事例（P.54）
（基本情報入力２：外皮面積を用いない評価方法等の選択とここで計算の入力）
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設計一次エネルギー＞基準一次エネルギー

なので基準未達成

⇒具体的対策を以降で解説

3-5-3.プログラム初期状態の計算結果の確認（出力１）
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3-5-4. プログラム初期状態の計算結果の確認（出力２）

141

←P.8の基準に適合している
ことを確認してください。

※部位の熱貫流率及び窓の日射熱取得率はP.54の数値を入力しています。

熱貫流率が正しいか
確認してください。



①プログラムの
初期状態

②ガス従来型 ③給湯機改善 ④温水床暖房

暖房 居室のみエアコン
設置しない

（冷房も同じ）
設置しない

（冷房も同じ）

温水床暖房
敷設率50%

上面放熱率90%

換気
ダクト式３種

比消費電力0.3
壁付け第３種

評価しない
同左 同左

給湯 ガス従来型
ガス従来型

全ての水栓に節湯
A1・B1・C1使用

電気ヒートポンプ
式給湯機

（水栓の節湯はなし）

給湯温水暖房一体型
ガス潜熱回収型
（効率指定無）

水栓はB1、C1を採用

照明 全て設置しない
非居室に白熱灯

以外を使用
非居室に白熱灯

以外を使用
全て白熱灯以外

を使用

設計一次エネ
ルギー消費量

88.7GJ 81.7GJ 80.4GJ 81.9GJ

基準一次エネ
ルギー消費量

82.8GJ 82.8GJ 82.8GJ 82.8GJ

判定 未達成 達成 達成 達成

3-5-5. 一次エネルギー消費量基準達成のための具体的対策例(6地域)

142※青字：採用頻度の高い設備 赤字：基準クリアーのために効果的な設備



基準値
①プログラムの

初期状態
②ガス従来型 ③給湯機改善 ④温水床暖房

暖房 15.5GJ 19.2GJ 18.4GJ 18.4GJ 24.4GJ

換気 4.6GJ 4.6GJ 4.6GJ 4.6GJ 4.6GJ

給湯 27.6GJ 27.6GJ 21.9GJ 20.5GJ 20.2GJ

照明 10.9GJ 10.9GJ 10.9GJ 10.9GJ 6.7GJ

設計一次エネ
ルギー消費量

－ 88.7GJ 81.7GJ 80.4GJ 81.9GJ

基準一次エネ
ルギー消費量

82.8GJ 82.8GJ 82.8GJ 82.8GJ 82.8GJ

判定 － 未達成 達成 達成 達成

3-5-6. 一次エネルギー消費量基準達成のための具体的対策例(6地域)
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作成日：２０１８年９月１日
株式会社エクセルシャノン

開口部の仕様別熱貫流率と日射熱取得率　エクセルシャノン適合製品一覧（木造用）

熱貫流率Ｕ ※３
〔Ｗ/（㎡・Ｋ）〕

ガラス
のみ

紙障子
外付け
ブラインド

ガラス
のみ

紙障子
外付け
ブラインド

日射取得型 0.54 0.34 0.12 0.39 0.24 0.09 トリプルガラス　ＣＶＤクリア

日射遮蔽型 0.33 0.22 0.08 0.24 0.16 0.06 トリプルガラス　グリーン・ブロンズ・クリア

日射取得型 0.59 0.37 0.14 0.42 0.27 0.10 -

日射遮蔽型 0.37 0.25 0.10 0.27 0.18 0.07 -

日射取得型 0.59 0.37 0.14 0.42 0.27 0.10 -

日射遮蔽型 0.37 0.25 0.10 0.27 0.18 0.07 -

日射取得型 0.64 0.38 0.15 0.46 0.27 0.11
Ｌｏｗ-Ｅ複層ガラス　クリア・ＣＶＤクリア
Ｌｏｗ-Ｅ+網入り複層ガラス　クリア

日射遮蔽型 0.40 0.26 0.11 0.29 0.19 0.08
Ｌｏｗ-Ｅ複層ガラス　グリーン・ブロンズ
Ｌｏｗ-Ｅ+網入り複層ガラス　グリーン

日射取得型 0.64 0.38 0.15 0.46 0.27 0.11 -

日射遮蔽型 0.40 0.26 0.11 0.29 0.19 0.08 -

日射取得型 0.64 0.38 0.15 0.46 0.27 0.11 Ｌｏｗ-Ｅ+網入り複層ガラス　クリア

日射遮蔽型 0.40 0.26 0.11 0.29 0.19 0.08
Ｌｏｗ-Ｅ+網入り複層ガラス　グリーン
倍強度Ｌｏｗ-Ｅ+網入り複層ガラス　グリー

2.91 0.79 0.38 0.17 0.57 0.27 0.12 - -

日射取得型 0.64 0.38 0.15 0.46 0.27 0.11 -

日射遮蔽型 0.40 0.26 0.11 0.29 0.19 0.08 -

日射取得型 0.64 0.38 0.15 0.46 0.27 0.11 -

日射遮蔽型 0.40 0.26 0.11 0.29 0.19 0.08 -

3.49 0.79 0.38 0.17 0.57 0.27 0.12 - -

6.51 0.88 0.38 0.19 0.63 0.27 0.14 - -

※１　ガラスの仕様において
　　　・日射取得型とは、JIS R 3106に定めるガラス中央部の日射熱取得率が0.50以上のものをいう。
　　　・日射遮蔽型とは、JIS R 3106に定めるガラス中央部の日射熱取得率が0.49以下のものをいう。
※２　ガラス仕様はグリーン、ブロンズ、クリアのみとなり、ＣＶＤクリアは対象外となります。
※３　｢住宅に係るエネルギー使用の合理化に関する設計・施工及び維持保全の指針　別表第7｣より引用しています。
※４　「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅）」より引用しています。
※５　品種、サイズ、ガラス種類により異なります。

1.70

建具
仕様

ガラスの仕様 ※１ 付属部材なし

建具の構成

ダブルＬｏｗ-E三層複層
（Ｇ７以上Ｘ２）

1.60

（
一
重

）
木
製
又
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製

窓
・
引
き
戸
・
框
ド
ア

Ｌｏｗ-E複層
（Ｇ４以上Ｇ８未満）

2.91

Ｌｏｗ-E複層
（Ａ１０以上）

2.33

2.33

Ｌｏｗ-E複層
（Ｇ１２以上）

Ｌｏｗ-E複層
（Ｇ８以上Ｇ１２未満）

1.90

Ｌｏｗ-E三層複層
（Ｇ６以上Ｘ２）

1.70

Ｌｏｗ-E三層複層
（Ａ９以上Ｘ２）

ガラス仕様

ＵＦシリーズ　トリプルシャノンⅡｘ、
ＵＦシリーズ　トリプルシャノンⅡｓ、
トリプルシャノンⅡｘ、トリプルシャノンⅡｓ、
シャノンウインド防火窓　ＴｙｐｅＴＧ　※２

ＵＦシリーズ　シャノンウインドⅡｓ、
シャノンウインドⅡｓ、
シャノンウインド防火窓 ※５

シャノンウインド防火窓 ※５

H25年省エネルギー基準 ※３

日射熱取得率η
〔－〕

H28年省エネルギー基準 ※４ エクセルシャノン適合商品名

-

-

-

-

複層（Ａ６以上Ａ１０未満）

単板

複層（Ａ１０以上）

Ｌｏｗ-E複層
（Ａ５以上Ａ１０未満）

2.91 -

2
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0 4

1 .6 0 1 .4 9 1 .4 3 1 .3 8
1 .7 0 1 .5 8 1 .5 1 1 .4 6
1 .7 0 1 .5 8 1 .5 1 1 .4 6
1 .9 0 1 .7 5 1 .6 6 1 .6 0
2 .3 3 2 .1 1 1 .9 9 1 .8 9
2 .9 1 2 .5 9 2 .4 1 2 .2 6
2 .3 3 2 .1 1 1 .9 9 1 .8 9
2 .9 1 2 .5 9 2 .4 1 2 .2 6
2 .9 1 2 .5 9 2 .4 1 2 .2 6
3 .4 9 3 .0 4 2 .8 2 2 .5 9
6 .5 1 5 .2 3 4 .7 6 3 .9 5

2 .1 5 1 .9 6 1 .8 6 1 .7 7

2 .3 3 2 .1 1 1 .9 9 1 .8 9

3 .4 9 3 .0 4 2 .8 2 2 .5 9

2 .3 3 2 .1 1 1 .9 9 1 .8 9

3 .4 9 3 .0 4 2 .8 2 2 .5 9
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3 .4 9 3 .0 4 2 .8 2 2 .5 9

4 .0 7 3 .4 9 3 .2 1 2 .9 0

2 .9 1 2 .5 9 2 .4 1 2 .2 6
3 .4 9 3 .0 4 2 .8 2 2 .5 9
2 .9 1 2 .5 9 2 .4 1 2 .2 6
3 .4 9 3 .0 4 2 .8 2 2 .5 9
3 .4 9 3 .0 4 2 .8 2 2 .5 9
4 .0 7 3 .4 9 3 .2 1 2 .9 0

3 .4 9 3 .0 4 2 .8 2 2 .5 9

4 .0 7 3 .4 9 3 .2 1 2 .9 0

3 .4 9 3 .0 4 2 .8 2 2 .5 9

4 .0 7 3 .4 9 3 .2 1 2 .9 0

4 .0 7 3 .4 9 3 .2 1 2 .9 0

4 .6 5 3 .9 2 3 .6 0 3 .1 8
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4 .0 7 3 .4 9 3 .2 1 2 .9 0

4 .6 5 3 .9 2 3 .6 0 3 .1 8

6 .5 1 5 .2 3 4 .7 6 3 .9 5

3 .2 3 2 .8 4 2 .6 4 2 .4 5
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 24

2 .3 3 1 .8 9 0 .0 8 0 .0 6
2 .3 3 1 .8 9 0 .0 8 0 .0 6
2 .9 1 2 .2 6 0 .1 0 0 .0 8
2 .9 1 2 .2 6 0 .1 0 0 .0 8
2 .3 3 1 .8 9 0 .0 8 0 .0 6

1 .7 5 1 .4 9 0 .0 6 0 .0 5

1 .7 5 1 .4 9 0 .0 6 0 .0 5

2 .3 3 1 .8 9 0 .0 8 0 .0 6

2 .3 3 1 .8 9 0 .0 8 0 .0 6

2 .9 1 2 .2 6 0 .1 0 0 .0 8
2 .9 1 2 .2 6 0 .1 0 0 .0 8

3 .4 9 2 .5 9 0 .1 2 0 .0 9

3 .4 9 2 .5 9 0 .1 2 0 .0 9

3 .4 9 2 .5 9 0 .1 2 0 .0 9

4 .6 5 3 .1 8 0 .1 6 0 .1 1
4 .6 5 3 .1 8 0 .1 6 0 .1 1

4 .0 7 2 .9 0 0 .1 4 0 .1 0

4 .0 7 2 .9 0 0 .1 4 0 .1 0

4 .6 5 3 .1 8 0 .1 6 0 .1 1

4 .6 5 3 .1 8 0 .1 6 0 .1 1
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2 4

1 .6 0 1 .3 8
1 .7 0 1 .4 6
1 .7 0 1 .4 6
1 .9 0 1 .6 0
2 .3 3 1 .8 9
2 .9 1 2 .2 6
2 .3 3 1 .8 9
2 .9 1 2 .2 6
2 .9 1 2 .2 6
3 .4 9 2 .5 9
6 .5 1 3 .9 5
2 .1 5 1 .7 7
2 .3 3 1 .8 9
3 .4 9 2 .5 9
2 .3 3 1 .8 9
3 .4 9 2 .5 9
3 .4 9 2 .5 9
4 .0 7 2 .9 0

2 .9 1 2 .2 6

3 .4 9 2 .5 9

2 .9 1 2 .2 6

3 .4 9 2 .5 9

3 .4 9 2 .5 9

4 .0 7 2 .9 0

3 .4 9 2 .5 9

4 .0 7 2 .9 0

3 .4 9 2 .5 9

4 .0 7 2 .9 0

4 .0 7 2 .9 0

4 .6 5 3 .1 8

4 .0 7 2 .9 0
4 .6 5 3 .1 8

6 .5 1 3 .9 5
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参考資料

■『平成28年省エネルギー基準に準拠した算定・判断の方法及び解説』

に記述されている算定方法 3章第三節【熱貫流率及び線熱貫流率】
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(9)
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W/ m2 K

5.2.4 

B

 JIS A 4710

 JIS A 1492

 JIS A 2102- 1 1 JIS A 2102- 2

2

 ISO 10077- 1 (Thermal performance of windows, doors and shutters -  Calculation of thermal 

transmittance -  Part 1: General) 

 ISO 10077- 2 (Thermal performance of windows, doors and shutters -  Calculation of thermal 

transmittance -  Part 2: Numerical method for frames) 

 ISO 15099 (Thermal performance of windows, doors and shading devices -  Detailed calculations)
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GB- R GB- D GB- L GB- NC 
GB- S GB- F 
GB- R- H GB- S- H GB- D- H 

0.8 4

1.0 4

5

A 5

5

6

7

7

7

8

8

8

K, N 8

9

 10- 50 
 10- 49 
 10- 48 
 12- 45 
 12- 44 
 16- 45 
 16- 44 
 20- 42 
 20- 41 
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 32- 36 
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 HG10- 44 
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LA 
LB 
LC 
LD 
MA 
MB 
MC 
HA 
HB 
HC 

9
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3  a D 
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3  b B 
3  b C 
3  b D 

9

1
2  1
2  2
2  3
2  4
A 1 
A 1H 
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9

1  1
1  2
2
3
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1  1
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1  2
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Low- E 1 8mm  1.5 
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Low- E 1 13mm  1.2 
Low- E 1 14mm  1.1 
Low- E 1 15mm  1.1 
Low- E 1 16mm  1.1 
Low- E 1 6mm  2.0 
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JIS 1
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建築物エネルギー消費性能基準 [H28年4月以降]
一次エネルギー消費量計算結果(住宅)

１．住宅／住戸(タイプ)の設計一次エネルギー消費量等

(1)住宅／住戸(タイプ)の名称 (建て方) ○○○○邸 ( 戸建住宅 )

(2)床面積 主たる居室 その他の居室 非居室 計

29.81㎡ 51.34㎡ 38.93㎡ 120.08㎡

(3)地域の区分/年間日射地域区分 6地域 **********

(4)一次エネルギー消費量(1戸当り) 設計一次エネルギー[MJ] 基準一次エネルギー[MJ]

暖房設備 18402 15475

冷房設備 4828 5641

換気設備 4583 4542

給湯設備 20473 25091

照明設備 10855 10763

その他の設備 21241 21241

発電設備の発電量のうち自家消費分 *1 --- --

コージェネレーション設備の売電量に係る控除量 *2 --- --

合計 80382 82752
(5)判定 一次エネルギー消費量[GJ/(戸・年)] 80.4 82.8

結果 達成
(6)BEI 一次エネルギー消費量(その他除く)[GJ/(戸・年)] 59.2 61.6

BEI 0.97
本計算結果は、当該住戸が建設される地域区分及び設計内容に、一定の生活スケジュールに基づく設備機器の運転条件等を想定し計算されたもので、実際の運用に伴うエネルギー消費量とは異なります。

(4)の各用途内訳を足した値と合計は四捨五入の関係で一致しないことがあります。  (5)の値は小数点以下一位未満の端数を切り上げているため、(4)の合計と一致しないことがあります。

*1：発電設備にはコージェネレーション設備および太陽光発電設備が含まれます。 *2：コージェネレーション設備が売電した電力を発電するために要した一次エネルギー消費量相当量です。

２． 住宅／住戸(タイプ)の仕様

(1) 暖冷房仕様

外皮／設備項目 外皮／設備の仕様

A.
外皮

評価方法 当該住戸の外皮面積を用いず外皮性能を評価する（ここで計算）

断熱方法 床断熱住戸 浴室の断熱構造：基礎断熱

熱貫流率 屋根又は天井：0.232 壁：0.409 ドア：3.49 窓：3.49 その他の床：0.546  [W/㎡K]

線熱貫流率 玄関等の土間床等の外周部：1.8 浴室の土間床等の外周部：1.8  [W/mK]

窓の仕様 【垂直面日射熱取得率】冷房期：0.32 暖房期：0.32
【取得日射熱補正係数】規定値を使用する

外皮平均熱貫流率 0.86  W/㎡K （計算値）

平均日射熱取得率 暖房期ηAH: 2.3 冷房期ηAC: 2.2 （計算値）

通風の利用 主居室：通風を利用しない その他の居室：通風を利用しない

蓄熱の利用 蓄熱を利用しない

床下換気システムの利用 床下換気システムを利用しない

B.
暖房設備

運転方式 採用しない

設備仕様

Version: 2.7.0 作成日:2019/10/15 16:10:32



C.
冷房設備

運転方式 採用しない

設備仕様

(2) 換気仕様

設備項目 設備の仕様

D.換気 壁付け式第二種換気設備または壁付け式第三種換気設備

換気回数:0.5回/h

E.熱交換 熱交換型換気を設置しない

(3) 給湯仕様

設備項目 設備の仕様

F.給湯設備 給湯設備・浴室等の有無 給湯設備がある（浴室等がある）

熱源機 電気ヒートポンプ給湯機(CO2系冷媒)(評価しない)　ふろ給湯機（追焚あり）

配管 ヘッダー方式(ヘッダー分岐後のすべての配管径が13A以下)

水栓 台所: 2バルブ水栓以外のその他の水栓(節湯方式を採用しない)
浴室シャワー: 2バルブ水栓以外のその他の水栓(節湯方式を採用しない)
洗面: 2バルブ水栓以外のその他の水栓(節湯方式を採用しない)

浴槽 高断熱浴槽を採用しない

(4) 照明仕様

設備項目 設備の仕様

G.照明設備 主たる居室 設置しない

その他の居室 設置しない

非居室 すべての機器において白熱灯以外を使用している
人感センサー：採用しない



(5) 発電仕様

設備項目 設備の仕様

H.太陽光発電
設備

パネル面数 太陽光発電を採用しない

その1 **********

その2 **********

その3 **********

その4 **********

パワコン **********

I.コージェネレーションシステム なし

(6) 太陽熱利用設備仕様

設備項目 設備の仕様

J.液体集熱式太陽熱利用給湯 採用しない

K.空気集熱式
太陽熱利用設
備

設備仕様 設置しない

集熱器群の数・方位 ********

集熱器群1 ********

集熱器群2 ********

集熱器群3 ********

集熱器群4 ********



３．参考値

(1) 設計二次エネルギー消費量等（参考値）

設計二次エネルギー消費量 コージェネレーション設備の
売電量に係るガス消費量

の控除量[MJ] *2

未処理負荷の
設計一次エネルギー消費量

相当値[MJ] *3消費電力量[kWh] *1 ガス消費量[MJ] 灯油消費量[MJ]

7770 3852 0 0 692

*1：当該住戸で消費する電力量から、太陽光発電設備およびコージェネレーション設備による消費電力削減量（発電量のうち、当該住戸で消費される自家消費分）を差し引いた値を表記しています。

*2：コージェネレーション設備が売電した電力を発電するために要したガス消費量相当量です。

*3：未処理負荷とは、当該住戸に設置された暖冷房設備機器で処理できなかった負荷を指し、負荷を処理した暖冷房設備機器とは別の、何らかの暖冷房設備で処理したと仮定して、設計一次エネルギー消費量相当

値

に換算しています。

(2) 発電量・売電量（参考値） *1

発電量[MJ] 売電量[MJ]

コージェネレーション 太陽光発電 コージェネレーション 太陽光発電

-- -- -- --

*1：すべて一次エネルギーに換算した値
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■基本情報の入力

階 階

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

床断熱住戸 基礎断熱住戸 床断熱住戸と基礎断熱住戸の併用

床断熱 基礎断熱

■計算結果

　冷房期の平均日射熱取得率(ηAC)

　暖房期の平均日射熱取得率(ηAH)

【参考】　ZEH強化外皮基準　基準値一覧　※省エネ基準に適合しているものとする。

各シートの ・ ・ 部分に入力するか、あるいはドロップボックスから選択下さい。

各シートに入力する寸法は、メートル単位で入力して下さい。

当該住戸の外皮の部位の面積等を用いずに外皮性能を評価する方法

に基づく計算シート（建研公開プログラムに基づく）

­適用範囲：木造戸建ての住宅­

　住宅の規模 地上 、地下

　住宅の名称

　住宅の所在地 （地域の区分）

　床面積

　主たる居室 ※※      その他の居室 ※※ 非居室 計

　外皮平均熱貫流率(UA) #N/A

　断熱構造による住戸の種類

※：玄関、勝手口その他これらに類する部分（断熱措置の講じられた浴室下部含む。）以外に土間床部分が存する場合、
　　「床断熱と基礎断熱の併用」を選択してください。

　計算結果 (床断熱) (基礎断熱) 判定値 基準値 判定 等級

※※：主たる居室・その他の居室の面積入力は任意となります。（仮想床が発生する場合は、仮想床面積を含まない数値を
　　　入力してください。）

   浴室の断熱構造 浴室の床及び基礎が外気等に面していない

#N/A #N/A 等級３

#N/A

- - #N/A - -

注３：

黄色
（必須）

橙色
（任意）

青色
（詳細）

この計算方法は、平成29年3月15日付技術的助言（国住建環第215号・国住指第4190号）に基づき、基準省令
第1条第1項第2号及び第10条第2号に規定する「国土交通大臣がエネルギー消費性能を適切に評価できる方法と認
める方法」として位置付けられた計算法で、（国研）建築研究所が示す外皮性能の計算方法を遵守しています。

注１：

注２：

４～７地域 ０．６以下

地域の区分 外皮平均熱貫流率(UA)

１、２地域 ０．４以下

３地域 ０．５以下

等級２

等級４

#####
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デフォ
ルト

Z ｙ1 ｙ2 幅 高さ

####

####

■計算で採用した開口部に係る熱物性値

方位 冷房期 暖房期 冷房期 暖房期

#DIV/0! 南西 #DIV/0! #N/A #### #DIV/0!

U値MAX↑ 北西 #DIV/0! #N/A

（2％緩和利用対象窓除く） 北東 #DIV/0! #N/A

南東 #DIV/0! #N/A

窓

熱貫流率

シート１　開口部に係る情報の入力

設置階 方位 窓記号
熱貫流率
（U値）

垂直面
日射熱
取得率
（η値）

熱貫流率
２％緩和
利用

日射熱取
得率４％
緩和利用

取得日射熱補正係数

規
定
の
条
件
で
計
算

【日除け等の効果】
を窓ごとに計算

※上面と下面は対象外

緩和利用窓
がある場合
以下に窓の
大きさ入力
（m）

開口部種別

0.00㎡

0.00㎡

#DIV/0!

#DIV/0!

熱貫流率２％緩和利用対象窓

日射熱取得率４％緩和利用対象窓

●窓の入力（同一種類の窓については、まとめて入力して構いません。ただし、【日除け等の効果】を窓ごとに計算する場
合（デフォルトを除く）、または緩和を利用する場合には、その全ての窓について入力してください。）

A.日射熱取得率【定められた条件】 B.日射熱取得率

Ｚ

ｙ
１

ｙ
２

室内

窓

日除け寸法の取り方
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●ドアの入力（※大部分がガラスで構成されるドアは上記「窓の入力」に記入してください。）

方位 ドア記号
熱貫流率
（U値）

■計算で採用した開口部に係る熱物性値

冷房期

0.000 0.00

設置階 備考

日射熱取得率

0.00

シート１(2)　開口部（ドア）に係る情報の入力

開口部種別

ドア

熱貫
流率 暖房期

copyright (C) 2017 hyoukakyoukai all rights reserved
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●屋根・天井の入力（複数仕様ある場合全て入力してください。）

●外壁の入力（複数仕様ある場合全て入力してください。）

●床（浴室を除く）の入力

●床（浴室）の入力（複数仕様ある場合全て入力してください。）

熱貫流率（U値）

3.400

　　　　注１：性能が不明な場合は、デフォルト値（3.4）を適用することも可能です。

■計算で採用した外皮（開口部除く）に係る熱物性値

冷房期 暖房期

0.000 0.00 0.00

0.000 0.00 0.00

0.000 0.00 0.00

3.400 0.00 0.00

温度差係数 備考

浴室床Ⅰ
（デフォルト値を使う場
合は を入れてくださ

い）

0.7

該当部位

備考該当部位 熱貫流率（U値） 温度差係数

熱貫流率（U値） 温度差係数

シート２　外皮（開口部除く）に係る情報の入力

該当部位 熱貫流率（U値） 温度差係数 備考

該当部位 備考

床（浴室）

日射熱取得率

床（浴室を除く）

熱貫流率部位種別

屋根・天井

外壁
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●その他の土間床等の外周部の入力（玄関等及び浴室を除く）

　注１：上記各部の寸法は下図の寸法等（長さｍ、熱抵抗㎡K/W）を入力してください。

　注２：Ｈ１の寸法（基礎高さ）は0.4ｍ以上の場合は0.4と入力してください。

　注３：玄関等とは、玄関、勝手口その他これらに類する部分をいいます。

●浴室の土間床等の外周部の入力

　注１：上記各部の寸法は下図の寸法等（長さｍ、熱抵抗㎡K/W）を入力してください。

　注２：Ｈ１の寸法（基礎高さ）は0.4ｍ以上の場合は0.4と入力してください。

●玄関等の土間床等の外周部の入力

　注１：上記各部の寸法は下図の寸法等（長さｍ、熱抵抗㎡K/W）を入力してください。

　注２：Ｈ１の寸法（基礎高さ）は0.4ｍ以上の場合は0.4と入力してください。

　注３：玄関等とは、玄関、勝手口その他これらに類する部分をいいます。

■計算で採用した土間床等の外周に係る熱物性値

部位

その他の土間床等の外周部
（玄関等及び浴室を除く）

浴室の土間床等

玄関等の土間床等

0.533

0.533

1.800

0.7基礎（中）

1.786 0.4

基礎（外） 1.80 1.0

部位名等
デフォ
ルト値

断熱材
熱抵抗
Ｒ１

断熱材
熱抵抗
Ｒ２

断熱材
熱抵抗
Ｒ３

1.786 0.4 0.05

断熱材
折返し
Ｗ３

線熱貫流率

断熱材
熱抵抗
Ｒ４

基礎高

Ｈ１

底盤高

Ｈ２

断熱材
根入れ
Ｗ１

断熱材
折返し
Ｗ２

基礎（中） 1.786 0.4 0.05

線熱ψ
貫流率

温度差
係数

部位名等
デフォ
ルト値

断熱材
熱抵抗
Ｒ１

断熱材
熱抵抗
Ｒ２

断熱材
折返し
Ｗ３

断熱材
折返し
Ｗ２

断熱材
熱抵抗
Ｒ３

断熱材
熱抵抗
Ｒ４

基礎高

Ｈ１

底盤高

Ｈ２

断熱材
根入れ
Ｗ１

1.786 0.4 0.53基礎（外） 0.05

デフォ
ルト値

断熱材
熱抵抗
Ｒ１

断熱材
熱抵抗
Ｒ２

断熱材
熱抵抗
Ｒ３

断熱材
熱抵抗
Ｒ４

基礎高

Ｈ１

底盤高

Ｈ２

断熱材
根入れ
Ｗ１

断熱材
折返し
Ｗ２

断熱材
折返し
Ｗ３

1.0

0.7

0.53

0.53

0.05

線熱ψ
貫流率

温度差
係数

1.80

基礎（外）

部位名等

シート３　土間床等の外周部に係る情報の入力

基礎（中）

0.70.53

1.0

温度差
係数

線熱ψ
貫流率

W2

W3

R1 R4

H
1

R2

R3

H
2

W
1

室内

地盤

外気

ＧＬ

ＧＬ

R1 R4

外気 室内

地盤

H
1
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1）簡略計算法①による部位熱貫流率-1

（ 天井（木軸） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

1.000 0.000

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.090 0.090

0.220 0.0125 0.057

0.038 0.155 4.079

－ － 0.090 0.090

4.316 0.180

0.232 5.556

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②による部位熱貫流率-1

（ ）の熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

部位U値計算シート　　＜部位＞ の熱貫流率

0.232

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

仕様番号

せっこうボード

ロックウール MA

部　分　名

熱橋面積比

熱橋がない場合
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）

仕様番号 熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ
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1）簡略計算法①による部位熱貫流率-2

（ 天井（枠組） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

1.000 0.000

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.090 0.090

0.220 0.0125 0.057

0.038 0.155 4.079

－ － 0.090 0.090

4.316 0.180

0.232 5.556

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②による部位熱貫流率-2

（ ）の熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

厚さｄ
ｍ

仕様番号 熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

熱伝達抵抗　Ｒsi

せっこうボード

ロックウール MA

部位U値計算シート　　＜部位＞ の熱貫流率

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

熱橋がない場合
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.232
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1）簡略計算法①による部位熱貫流率-3

（ 屋根（木軸） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.860 0.140

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.090 0.090

0.220 0.0125 0.057 0.057

0.038 0.180 4.737

0.120 0.180 1.500

－ － 0.090 0.090

4.974 1.737

0.201 0.576

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②による部位熱貫流率-3

（ ）の熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.254

仕様番号 熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

部位U値計算シート　　＜部位＞ の熱貫流率

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

たる木間断熱（Rseの値は外気以外の場合）
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

せっこうボード

グラスウール 24-38

木質系-天然木材（たる木）
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1）簡略計算法①による部位熱貫流率-4

（ 屋根（枠組） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.860 0.140

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.090 0.090

0.220 0.0125 0.057 0.057

0.038 0.180 4.737

0.120 0.180 1.500

－ － 0.090 0.090

4.974 1.737

0.201 0.576

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②による部位熱貫流率-4

（ ）の熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.254

仕様番号 熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

部位U値計算シート　　＜部位＞ の熱貫流率

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

たる木間断熱（Rseの値は外気以外の場合）
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

せっこうボード

グラスウール 24-38

木質系-天然木材（たる木）
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1）簡略計算法①による部位熱貫流率-5

（ 外壁（木軸） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.830 0.170

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.110 0.110

0.220 0.0125 0.057 0.057

0.038 0.105 2.763

0.120 0.105 0.875

0.160 0.009 0.056 0.056

－ － 0.110 0.110

3.096 1.208

0.323 0.828

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②による部位熱貫流率-5

（ ）の熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.409

仕様番号 熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

部位U値計算シート　　＜部位＞ の熱貫流率

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

柱・間柱間断熱（通気層あり）
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

せっこうボード

グラスウール 24-38

木質系-天然木材（柱・間柱）

木質系-合板（外壁合板）
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1）簡略計算法①による部位熱貫流率-6

（ 外壁（枠組） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.770 0.230

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.110 0.110

0.220 0.0125 0.057 0.057

0.038 0.089 2.342

0.120 0.089 0.742

0.160 0.009 0.056 0.056

－ － 0.110 0.110

2.675 1.075

0.374 0.930

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②による部位熱貫流率-6

（ ）の熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.502

仕様番号 熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

部位U値計算シート　　＜部位＞ の熱貫流率

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

たて枠間断熱（通気層あり）
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

せっこうボード

グラスウール 24-38

木質系-天然木材（たて枠）

木質系-合板（外壁合板）
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1）簡略計算法①による部位熱貫流率-7

（ その他の床（木軸） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.800 0.200

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.150 0.150

0.160 0.012 0.075 0.075

0.028 0.060 2.143

0.120 0.060 0.500

－ － 0.150 0.150

2.518 0.875

0.397 1.143

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②による部位熱貫流率-7

（ ）の熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.546

仕様番号 熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

部位U値計算シート　　＜部位＞ の熱貫流率

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

根太間断熱
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

木質系-合板（床合板）

押出法ポリスチレンフォーム3種bA

木質系-天然木材（床根太）



ver.2.5

1）簡略計算法①による部位熱貫流率-8

（ その他の床（枠組） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.870 0.130

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.150 0.150

0.160 0.015 0.094 0.094

0.028 0.060 2.143

0.120 0.060 0.500

－ － 0.150 0.150

2.537 0.894

0.394 1.119

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②による部位熱貫流率-8

（ ）の熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.488

仕様番号 熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

部位U値計算シート　　＜部位＞ の熱貫流率

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

根太間断熱
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

木質系-合板（床合板）

押出法ポリスチレンフォーム3種bA

木質系-天然木材（床根太）



ver.2.5

1）簡略計算法①による部位熱貫流率-9

（ 外気に接せる床（木軸） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.850 0.150

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.150 0.150

0.160 0.024 0.150 0.150

0.028 0.100 3.571

0.120 0.100 0.833

－ － 0.150 0.150

4.021 1.283

0.249 0.779

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②による部位熱貫流率-9

（ ）の熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.328

仕様番号 熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

部位U値計算シート　　＜部位＞ の熱貫流率

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

剛床工法（根太レス）
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

木質系-合板（床合板）

押出法ポリスチレンフォーム3種bA

木質系-天然木材（床梁等）



ver.2.5

1）簡略計算法①による部位熱貫流率-10

（ 外気に接する床（枠組） ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部 熱橋部

0.870 0.130

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

－ － 0.150 0.150

0.160 0.015 0.094 0.094

0.028 0.100 3.571

0.120 0.100 0.833

－ － 0.150 0.150

3.965 1.227

0.252 0.815

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②による部位熱貫流率-10

（ ）の熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

0.325

仕様番号 熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）

部位U値計算シート　　＜部位＞ の熱貫流率

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

根太間断熱
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

木質系-合板（床合板）

押出法ポリスチレンフォーム3種bA

木質系-天然木材（床根太）



省エネ計算の実践講習会 アンケート用紙 
 

●会社名                       ●性別： 男性 ・ 女性 ・ 回答しない 
 

・問１～９の質問について、最も近いと思われる番号に○をつけてください。 

問１ あなたの業種をお聞かせください。 

① 工務店  ② 設計事務所  ③ ハウスメーカー  ④ 審査機関  ⑤ 行政庁  ⑥その他（      ） 

問２ あなたの職種をお聞かせください。 

① 設計 ② 積算 ③ 現場管理 ④ 営業 ⑤ 経営者 ⑥ 審査機関 ⑦ 行政庁 ⑧ その他（       ） 

問３ あなたの年齢層をお聞かせください。 

① 19歳以下  ② 20歳代  ③ 30歳代  ④ 40歳代  ⑤ 50歳代  ⑥ 60歳代以上 

問４ 問１で『① 工務店』を選択された方に質問です。年間の建築戸数はどれくらいでしょうか。 

①  5戸以下  ② 6～10 戸  ③ 11～20戸  ④ 21 戸以上 

問５ 建築物省エネ法の改正を知っていましたか。知っていた方はどこで知りましたか。 

① 知っていた  ② 知らなかった 
↓ 

① 国交省配布のＤＭ・ＦＡＸ  ② 国交省ＨＰ   ③ 加盟団体等からの案内  ④ 新聞・雑誌等  ⑤ポスター 

⑥ チラシ  ⑦ ＷＥＢ広告（         ） ⑧ その他（         ） 

問６ 省エネルギー性能の計算はできますか。 

問６-１ 外皮性能の計算               ① 計算できる   ② 計算できない 

問６-２ 一次エネルギー消費量の計算         ① 計算できる   ② 計算できない 

問６-１または問６-２のいずれかで、「② 計算できない」を選択された場合 

省エネルギー性能の計算を行う委託先はありますか。  ① ある      ② ない 

問７ 「省エネ計算の実践講習会」 についておたずねします。 

① 内容を理解できた           ② 概ね理解できた 

③ あまり理解できなかった        ④ 全く理解できなかった 
 

③④を選択されたかたは、どの部分が理解できなかったかについて、詳しく教えて下さい。 

 

 

 

 

 

今後の説明会の中で、より詳しく知りたい内容がある場合は、下記にご記入下さい。 

 

 

 

 

 

問８ 本講習会をどこで知りましたか。 

① 所属団体からの案内  ② 国交省「改正建築物省エネ法説明会」  ③ その他（         ） 

問９ 47都道府県 146 会場で行われる国交省「改正建築物省エネ法説明会」への参加についておたずねします。 

① 参加済  ② 参加予定  ③ 参加しない（理由：                     ） 

ご協力ありがとうございました。 



【事務局記入欄】 

北海道 宮城県 東京都① 東京都② 神奈川県 福井県 長野県 静岡県 愛知県 

京都府 大阪府 岡山県 広島県 香川県 愛媛県 長崎県 福岡県 宮崎県 

 

質問・要望等をご自由に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご質問への回答は、住団連のホームページに掲載します。 
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